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昨
年
の
４
月
か
ら
、
市
民
手
作

り
イ
ベ
ン
ト
事
業
で
ス
タ
ー
ト
し

た
「
市
制
10
周
年
記
念
事
業
」
は
、

10
月
に
は
記
念
式
典
、
メ
ー
ン
事

業
の
錦
秋
吉
野
川
歌
舞
伎
公
演
や

作
品
募
集
事
業
な
ど
を
開
催
し
、

10
周
年
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
存
イ
ベ
ン
ト
の
冠
事

業
に
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
を
通
し
て
感
じ
た
市

民
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
節
目
の
10
周
年
か
ら
さ

ら
に
飛
躍
す
る
吉
野
川
市
を
表
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
、
職
員
と
と
も
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

昨
年
12
月
27
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
は
、
東
京
一
極
集
中
の
是

正
と
、
２
０
６
０
年
に
１
億
人
程

度
の
人
口
を
確
保
す
る
こ
と
、
ま

た
、
２
０
５
０
年
代
に
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
１
・
５
～
２
％
を
維
持

す
る
こ
と
を
柱
と
し
た
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
の
先
行

と
し
て
、
交
付
金
事
業
を
「
地
域

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」
と
「
地

方
創
生
先
行
型
」
に
分
け
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

は
、
消
費
を
喚
起
し
経
済
の
好
循

環
を
図
る
た
め
、全
県
規
模
で「
阿

波
と
く
し
ま
・
商
品
券
事
業
」
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

阿
波
と
く
し
ま
商
品
券
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
率
を
20
％
に
設
定
し
、

１
セ
ッ
ト
１
万
２
千
円
の
商
品

券
を
１
万
円
で
販
売
す
る
こ
と
と

し
、
吉
野
川
商
工
会
議
所
お
よ
び

吉
野
川
市
商
工
会
に
お
い
て
、
４

月
20
日
か
ら
２
万
８
０
０
セ
ッ
ト

を
発
売
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
単
独
事
業
と
し
て
、

さ
ら
な
る
個
人
消
費
を
喚
起
す
る

た
め
の
「
域
内
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
」
を
夏
ご
ろ
に
発
行
し
、

年
末
に
か
け
て
利
用
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
先
行
型
は
、
住
宅
の

新
築
や
購
入
な
ど
に
助
成
す
る

「
吉
野
川
市
に
住
ん
で
み
ん
で
事

業
」
や
阿
波
和
紙
に
よ
る
「
伝
統

産
業
と
ア
ー
ト
を
活
用
し
た
国
内

外
観
光
客
誘
致
支
援
事
業
」、
若

い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
た
め
の
「
パ

パ
・
マ
マ
育
児
応
援
事
業
」、
製

造
者
な
ど
が
自
ら
展
示
会
に
出
向

き
、
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
の
販
路
拡

大
に
取
り
組
む
「
吉
野
川
市
ブ
ラ

ン
ド
認
証
事
業
所
支
援
事
業
」
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
ま
で
の
吉
野
川
市

の
総
合
戦
略
は
、
国
、
県
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
方
創
生
先
行

型
事
業
を
引
き
続
き
盛
り
込
み
、

平
成
27
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

●
統
合
小
学
校
、
こ
ど
も
園
整
備

　

川
田
・
美
郷
地
区
の
４
小
学
校

の
統
合
小
学
校
と
、
４
幼
稚
園
、

２
保
育
所
を
統
合
し
た
認
定
こ
ど

も
園
は
、
川
田
中
小
学
校
の
敷
地

を
整
備
し
、
平
成
30
年
４
月
の
開

校
・
開
園
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

先
駆
的
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取

り
組
む
新
し
い
小
学
校
・
こ
ど
も

園
で
は
、
一
貫
し
た
教
育
、
多
様

な
教
育
・
保
育
が
行
え
る
こ
と
に

な
り
、
ま
た
、
こ
ど
も
園
に
設
置

す
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し

て
、
本
市
の
教
育
振
興
に
大
い

に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
医
療
機
能
の
充
実
強
化
へ
の
支

援
　

平
成
21
年
４
月
に
麻
植
協
同
病

院
で
分ぶ

ん

娩べ
ん

の
取
り
扱
い
が
中
止
さ

れ
て
以
降
、
多
く
の
市
民
が
、
市

外
の
病
院
で
出
産
す
る
と
い
う
状

況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
病
院
の
設
置

者
で
あ
る
Ｊ
Ａ
徳
島
厚
生
連
に
、

新
病
院
で
の
分
娩
再
開
を
強
く
要

望
し
た
と
こ
ろ
、
本
年
５
月
開
院

予
定
の
吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
分
娩
が
再
開
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
病
院
に
お
い
て
は
、
設
備
や

機
器
な
ど
の
充
実
が
図
ら
れ
て
再

開
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
市
内

病
院
で
の
分
娩
率
向
上
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

市
と
し
て
は
、
新
た
に
負
担
と

な
る
初
期
投
資
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
開
後
の

分
娩
が
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
、
本
定
例
会
に
関
係
予
算

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

市
制
10
周
年
に
つ
い
て

市制10周年記念100万人のキャンドルナイト

•••••••••••••
•••••••••••••
•••••••••••••
•••••••••••••
市政の窓

　３月２日の平成27年３月
吉野川市議会定例会開会日、
川真田市長は、平成26年度
の成果と平成27年度の市政
運営方針について述べ、市民
の皆さんや市議会に理解と協
力を求めました。要旨は次の
とおりです。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
成

地
方
創
生
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
お

よ
び
総
合
戦
略
に
つ
い
て
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●
病
児
、
病
後
児
保
育
事
業

　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
ニ
ー
ズ

は
高
く
、
既
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
市
の
西
部
地
区
に
加
え
て
、

東
部
地
区
で
の
整
備
に
強
い
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
鴨
島
町
の
石
原
小
児

科
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
平
成
27

年
４
月
か
ら
市
内
２
カ
所
目
と
な

る
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
「
ひ

だ
ま
り
」
を
開
設
し
ま
す
。

  

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
東
西
の
エ

リ
ア
に
お
い
て
対
応
が
可
能
と
な

り
、
保
育
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

　

今
後
、平
成
26
年
度
策
定
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
や
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
、
私
立
認

可
保
育
所
に
よ
る
分
園
の
設
置
や

公
立
保
育
所
の
民
営
化
に
よ
り
、

民
間
か
ら
供
給
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
生
か
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
関
し
て
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
を
延

長
し
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
事
業
を
鴨
島
地
区
に
も
開
設

す
る
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

　

急
速
な
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
の
進
展
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な

ど
、
今
後
は
教
育
の
情
報
化
を
通

じ
た
新
た
な
学
び
を
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
、
平

成
27
年
度
に
す
べ
て
の
小
学
校
と

研
究
指
定
校
の
鴨
島
東
中
学
校
に

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
、
小

学
校
に
お
い
て
は
設
置
し
て
い
る

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
・
活
用

す
る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
の
さ
ら

な
る
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

研
究
指
定
校
の
川
島
小
学
校
に

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
導
入

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
主
体
的

な
学
び
の
実
現
に
取
り
組
み
、
次

年
度
以
降
、
他
の
学
校
に
も
順
次

導
入
す
る
予
定
で
す
。

●
地
域
防
災
計
画
お
よ
び
業
務
継

続
計
画
策
定

　

平
成
26
年
度
、
見
直
し
作
業
を

行
っ
て
き
た
「
吉
野
川
市
地
域
防

災
計
画
」
は
、
大
規
模
災
害
発
生

時
の
対
応
を
総
合
的
か
つ
実
効
性

あ
る
計
画
と
し
て
作
成
し
、
防
災

会
議
で
承
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

関
係
者
に
は
、
計
画
書
が
完
成

次
第
、
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
な
ど
に
、

利
用
で
き
る
資
源
に
制
約
が
発
生

し
た
場
合
で
も
、
業
務
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
「
吉
野
川
市
業
務

継
続
計
画
」
を
平
成
27
年
度
中
に

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
災
害
情
報
等
伝
達
事
業

　

防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
器

は
、
聞
こ
え
に
く
い
地
域
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
年
次
的
に
整
備
を
行

い
、
平
成
27
年
度
は
３
つ
の
地
域

に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
新
た
な
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
、
市
内
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
災
害
発
生
時
に
災
害
情

報
を
放
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
必
要
な
情
報
の
確

認
が
可
能
と
な
り
、
災
害
に
対
す

る
備
え
や
避
難
な
ど
に
役
立
て
ら

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
地
震
等
耐
震
対
策
の
支
援
制
度

充
実

　

平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
は
、
平

成
26
年
度
ま
で
に
１
３
７
７
戸
の

実
績
が
あ
り
、
98
％
が
倒
壊
の
可

能
性
あ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
診
断
の
結
果
を
受
け
て
、

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅

は
１
５
４
戸
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

診
断
が
工
事
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
実
態
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
は
従

来
の
改
修
に
よ
る
耐
震
化
補
助

に
加
え
て
、
建
て
替
え
や
住
み
替

え
に
伴
う
「
耐
震
性
の
不
足
し
た

住
宅
の
除
却
工
事
」
を
新
た
に
補

助
対
象
と
し
て
、
国
・
県
と
合
わ

せ
て
一
戸
あ
た
り
最
高
30
万
円
を

補
助
す
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
本
市
で
は
、
こ
の
事
業
に
市

単
独
で
30
万
円
を
上
乗
せ
し
、
最

高
で
60
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　

こ
の
支
援
制
度
の
充
実
は
、
耐

震
診
断
後
の
選
択
肢
の
拡
大
に
つ

な
が
り
、
耐
震
化
へ
の
意
識
の
活

性
を
促
す
と
と
も
に
、
不
良
空
き

家
の
発
生
を
抑
制
す
る
効
果
も
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
消
防
団
の
装
備
充
実

　

消
防
団
は
、
火
災
は
も
ち
ろ
ん

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災

害
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
日

夜
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
多
く
の
台
風

が
襲
来
し
被
害
が
出
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
平
成
27
年
度
は
全
団
員
に

雨
具
を
配
備
し
、
今
後
の
活
動
に

備
え
て
い
き
ま
す
。

●
教
育
施
設
の
安
全
対
策

　

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
の

学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
非
常
災
害
時
に
は
緊
急
避
難

場
所
と
な
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
化

の
推
進
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
で
建
物
の
構
造
体

の
耐
震
化
は
完
了
し
ま
し
た
が
、

近
年
発
生
し
た
地
震
で
は
、
天
井

材
の
落
下
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
非
構

造
部
材
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る

現
状
か
ら
、
鴨
島
第
一
中
学
校
を

は
じ
め
、
該
当
す
る
体
育
施
設
の

天
井
お
よ
び
照
明
設
備
の
耐
震
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
山
川
中
学
校
武
道
館
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
に
伴
う
雨
漏

り
の
解
消
お
よ
び
天
井
の
耐
震
性

能
向
上
、
内
壁
の
改
修
な
ど
、
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
大
規
模

改
修
を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

消防団による防災訓練の様子
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川
島
公
民
館
の
駐
車
場
は
、
隣

接
す
る
図
書
館
の
駐
車
場
も
兼
ね

て
お
り
、
事
業
の
開
催
時
に
は
駐

車
場
が
不
足
す
る
た
め
、
拡
張
整

備
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
の
川
島
こ
ど
も
園
開

設
に
伴
い
、
隣
接
す
る
川
島
幼
稚

園
が
閉
園
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

園
舎
を
解
体
し
駐
車
場
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
避
難
所
拠
点
機
能
の

性
格
も
併
せ
持
つ
施
設
と
し
て
、

活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

●
定
住
促
進
対
策

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事
業
」

は
、
利
用
者
の
半
数
は
市
外
か
ら

の
転
入
者
で
申
請
件
数
も
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

取
り
組
み
定
住
促
進
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
用
品
購
入
費
や
子

ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
の
助
成
な

ど
に
よ
り
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
育

児
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行

い
、
新
た
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
適

切
な
対
応
な
ど
、
認
定
こ
ど
も
園

移
行
に
向
け
た
調
整
な
ど
も
引
き

続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
税
金
が
軽
減
さ
れ
る
寄
附

の
上
限
額
を
２
倍
に
引
き
上
げ
、

確
定
申
告
が
必
要
な
現
在
の
制
度

に
対
し
、
確
定
申
告
不
要
な
給
与

所
得
者
な
ど
が
寄
附
を
行
う
場
合

は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
控
除
を
受

け
ら
れ
る
特
例
制
度
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
平
成
25
年
度
に

記
念
品
を
充
実
し
た
と
こ
ろ
、

前
年
度
の
約
10
倍
に
当
た
る

１
０
３
０
万
円
余
り
の
納
税
実
績

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
、
１
月
31
日
現

在
で
、
前
年
度
の
約
２・６
倍
と
な

る
２
７
０
０
万
円
余
り
の
納
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
制
度
改
正
は
、
確

定
申
告
を
せ
ず
に
ふ
る
さ
と
納
税

が
で
き
る
こ
と
や
、
特
例
控
除
額

の
上
限
が
２
倍
に
拡
充
さ
れ
た
こ

と
で
、
本
市
に
お
い
て
も
さ
ら
な

る
利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
多
く
の
方
に
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
記
念
品
の
充
実
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
地
域
環
境
整
備
事
業

　

鴨
島
町
の
一
般
廃
棄
物
閉
鎖
最

終
処
分
場
跡
地
を
利
用
し
、
芝
生

広
場
を
メ
ー
ン
に
、
複
合
遊
具
、

健
康
遊
具
、
遊
歩
道
な
ど
の
「
多

目
的
緑
地
公
園
」
を
整
備
し
ま
す
。

　

芝
生
広
場
は
少
年
サ
ッ
カ
ー
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
に
、
複

合
遊
具
・
健
康
遊
具
は
小
さ
な
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

遊
歩
道
は
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
に
利
用
い
た
だ
き
、
地
域
の

交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

 

●
ご
み
減
量
化
等
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
26
年
度
は
生
ご
み
の
水
切

り
普
及
を
特
に
強
化
し
た
取
り
組

み
を
行
う
た
め
、
生
ご
み
の
水
切

り
器
具
と
ネ
ッ
ト
を
希
望
の
あ
っ

た
１
９
１
自
治
会
な
ど
６
２
０
０

世
帯
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
、
新

た
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
自

治
会
な
ど
に
対
し
て
配
布
し
、
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
も

や
せ
る
ご
み
専
用
」
の
ご
み
袋

１
５
０
万
枚
に
、
民
間
事
業
者
の

有
料
広
告
を
募
集
し
掲
載
し
ま

す
。

　

市
指
定
ご
み
袋
は
、
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
宣
伝
効
果

も
高
い
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者

か
ら
の
安
定
し
た
応
募
が
見
込
ま

れ
、
市
の
財
源
確
保
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
お

よ
び
介
護
給
付
適
正
化
へ
の
取
り

組
み

　

本
市
に
お
い
て
は
、
第
５
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
、「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実
現
を
掲

げ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
な

提
供
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
に
伴
う
介
護

給
付
費
の
増
加
に
加
え
、
適
正
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
人
材
確

保
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
、
国
は
効
率
的
か
つ

質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
の
構
築

と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
的
と
す
る
関
係
法
律
を
成

立
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
実

現
の
た
め
の
方
向
性
を
継
承
し
つ

つ
在
宅
医
療
介
護
連
携
な
ど
の
取

り
組
み
を
本
格
化
し
、
２
０
２
５

（
平
成
37
）
年
ま
で
の
新
た
な
計
画

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
給
付
適
正
化

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
国

が
推
奨
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
不
正
給
付
の
防
止
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
四
種
混
合
、
県
外
里
帰
り
定
期

予
防
接
種

　

従
来
、
県
外
の
医
療
機
関
で
予

防
接
種
を
受
け
た
場
合
、
全
額
自

己
負
担
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
里
帰
り
期
間
が

長
く
な
り
県
外
の
主
治
医
を
持

つ
子
ど
も
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
、

県
外
で
も
費
用
を
助
成
す
る
と
と

も
に
、
予
防
接
種
法
上
の
救
済
措

置
が
適
用
と
な
る
体
制
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多目的緑地公園の完成予想図

川
島
公
民
館
・
図
書
館
駐

車
場
整
備
事
業

環
境
を
大
切
に
す
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り

健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

地
域
の
活
性
化
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紙
面
の
関
係
で
一
部
を
抜
粋
し
、
要
旨
部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp

与
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
住
宅
長
寿
命
化
計
画
策
定

　

市
営
住
宅
は
、
現
在
62
団
地
、

３
０
６
棟
を
管
理
し
て
お
り
、
老

朽
化
し
た
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に

つ
い
て
効
率
的
か
つ
円
滑
に
更
新

し
、
住
宅
需
要
に
的
確
に
応
え
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
点
検
の
強

化
お
よ
び
早
期
の
管
理
・
修
繕
な

ど
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
を
め
ざ
し
、

「
市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
予
防
保

全
的
管
理
と
計
画
的
改
修
に
よ
り

長
寿
命
化
を
図
り
、
安
全
性
の
確

保
と
と
も
に
居
住
性
の
向
上
に
よ

る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
滞
納
者
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
事
務
所
に

滞
納
家
賃
管
理
業
務
を
委
託
し
、

滞
納
管
理
の
強
化
お
よ
び
適
正
な

管
理
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◇
吉
野
川
市
教
育
環
境
整
備
基
金

条
例
制
定
に
つ
い
て

　

市
立
の
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
所
の
再
編
に
当
た
り
、
施
設

整
備
に
充
て
る
た
め
の
基
金
創
設

を
目
的
と
し
た
条
例
で
す
。

◇
吉
野
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
施
行
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
お

い
て
、
市
町
村
が
定
め
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
利
用
者
負
担
に
関
す

る
事
項
お
よ
び
保
護
者
や
施
設
、

事
業
者
等
が
、虚
偽
の
報
告
を
行
っ

た
場
合
の
過
料
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
規
定
し
た
条
例
で
す
。

◇
吉
野
川
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
の

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

　

平
成
27
年
３
月
市
議
会
定
例
会

が
３
月
２
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
議
案
す
べ

て
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
等

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

に
よ
り
、
川
島
こ
ど
も
幼
稚
園
か

ら
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
一
部
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

川
島
保
育
所
お
よ
び
山
川
東
保

育
所
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
児

童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

保
育
料
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る

等
の
た
め
、
一
部
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
ご
み
処
理
施
設
等
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

吉
野
川
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
完
成
で
、
市
内
一
円
の
資

源
ご
み
な
ど
の
分
別
作
業
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
吉
野
川

市
山
川
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
場
を
廃

止
と
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
部
を

改
正
し
た
も
の
で
す
。

◇
吉
野
川
市
環
境
保
全
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
　

市
民
が
、
安
全
で
快
適
な
生
活

を
営
む
こ
と
を
目
的
に
、
本
条
例

に
基
づ
き
、
環
境
の
保
全
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
「
吉
野

川
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例
で
す
。

◇
平
成
26
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
・６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
５

億
７
５
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
２
０
０
億
１
４
４
万
９
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
26
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
６
件

◇
平
成
27
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
27
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
９
件

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
６
～

９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
新

た
に
委
員
に
推
薦
し
た
い
た
め
、

議
会
に
対
し
て
同
意
を
求
め
た
も

の
で
す
。

後
藤
田　

博
之
（
ご
と
う
だ　

ひ

ろ
ゆ
き
）
氏
＝
56
歳
、
美
郷
字
古

土
地

●
固
定
資
産
台
帳
整
備
（
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
）

　

総
務
省
が
進
め
る
地
方
公
会
計

制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

固
定
資
産
台
帳
は
、
全
庁
で
一

元
的
に
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
今
後
、
耐
用
年
数
、
更

新
費
用
の
把
握
、
長
寿
命
化
の
判

断
な
ど
に
対
応
し
得
る
情
報
の
管

理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
な
ど
の
更
新
、

統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画

的
に
行
い
、
台
帳
整
備
完
了
後
に

は
市
全
体
の
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
老
朽
化

対
策
と
と
も
に
集
約
化
と
複
合
化

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
収
納
の
利
便
性
向
上

　

現
在
、
金
融
機
関
や
市
役
所
の

窓
口
は
、
夜
間
や
休
日
に
は
税
や

使
用
料
な
ど
を
納
付
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
主
要

な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
る
よ
う
、
納
付
書
お
よ
び

シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
仕
事
帰
り
や
休

日
で
も
納
付
が
可
能
と
な
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
に
寄

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
基

盤
の
確
立

条
　
例

予
　
算

人
　
事

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り
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平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
額
は
、
前
年
度
比
０・２
％
減
の

１
８
９
億
８
６
４
２
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
10
年

間
で
、
市
の
基
礎
と
な
る
施
設
の

統
合
整
備
な
ど
に
一
定
の
め
ど
が

つ
い
た
こ
と
に
よ
り
４
年
連
続
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
統

合
小
学
校
・
こ
ど
も
園
整
備
事
業

や
公
的
病
院
の
産
科
分ぶ

ん

娩べ
ん

再
開
支

援
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
「
困
っ
た
」

を
「
良
か
っ
た
」
に
す
る
生
活
者

重
視
・
市
民
の
笑
顔
と
満
足
度
向

上
を
め
ざ
し
、定
住
先
と
し
て
「
住

ん
で
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
」

ま
ち
と
し
て
多
く
の
方
に
選
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
吉
野
川
市

版
「
地
方
創
生
・
未
来
創
造
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
予
算
」
と
し
ま
し
た
。

■
市
税

　

景
気
の
回
復
な
ど
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
・
法
人
市
民
税
は

と
も
に
増
収
を
見
込
み
ま
し
た

が
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

に
よ
る
減
収
な
ど
に
よ
り
、
市
税

総
額
は
前
年
度
比
３・
０
％
減
の

37
億
１
０
５
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金

　

消
費
増
税
の
影
響
に
よ
り
、
前

年
度
比
40
・
０
％
増
の
６
億
２
６

０
２
万
８
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
寄
付
金

　

好
評
を
得
て
い
る
ふ
る
さ
と

納
税
の
伸
び
な
ど
を
考
慮
し
て
、

前
年
度
比
２
８
０・
０
％
増
の

３
０
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
地
方
交
付
税

　

合
併
後
10
年
経
過
後
は
、
合
併

算
定
替
の
ル
ー
ル
に
よ
り
普
通
交

付
税
が
５
年
間
で
段
階
的
に
減
額

さ
れ
ま
す
。
漸
減
初
年
度
と
な
る

平
成
27
年
度
は
、
前
年
度
比
１
・

８
％
減
の
70
億
７
０
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

■
国
庫
支
出
金

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
な

ど
の
社
会
保
障
費
の
増
や
、
私
立

認
可
保
育
所
の
増
な
ど
に
伴
う
保

育
所
運
営
費
負
担
金
の
増
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
比
５・
９
％
増
の

25
億
８
５
０
５
万
２
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

■
繰
入
金

　

市
債
の
償
還
の
財
源
と
し
て
減

債
基
金
か
ら
７
億
３
１
０
０
万
円

を
繰
り
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
残
土

処
理
場
の
適
正
化
工
事
の
財
源
と

し
て
、
残
土
処
理
場
運
営
基
金
か

ら
３
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
す
。

■
市
債

　

環
境
施
設
整
備
事
業
１
億
５
７

７
０
万
円
、
小
学
校
整
備
事
業

６
０
３
０
万
円
の
発
行
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
財
源
不
足
を

補
う
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
減

や
普
通
建
設
事
業
費
の
減
少
な
ど

に
よ
り
市
債
総
額
で
は
前
年
度
比

16
・
５
％
減
の
14
億
１
９
４
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
債
発
行
に
当
た
っ
て

は
、
合
併
特
例
債
な
ど
国
の
財
政

支
援
の
手
厚
い
有
利
な
市
債
の
積

極
的
な
活
用
を
図
り
、
実
質
的
な

市
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
義
務
的
経
費

【
人
件
費
】

　

職
員
数
は
減
と
な
り
ま
す
が
、

給
与
改
定
に
伴
う
増
額
や
給
与

削
減
終
了
に
伴
う
職
員
給
与
費

の
増
に
加
え
、
国
勢
調
査
実
施

に
伴
う
統
計
調
査
員
の
増
な
ど

に
よ
り
前
年
度
比
３
・
２
％
増
の

34
億
３
８
９
５
万
５
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

【
扶
助
費
】

　

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
や

生
活
保
護
費
等
の
社
会
保
障
費
の

増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
４・６
％

増
の
42
億
９
１
０
４
万
２
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

前
年
度
比
９
・
１
％
減
の
22
億

８
３
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
な
お
、
公
債
費
は
、
平
成
24

年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
を

合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
は
１
０
０

億
１
２
９
９
万
７
千
円
で
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
６
６
２
５
万
１

千
円
増
加
し
、
予
算
総
額
に
占
め

る
割
合
は
52
・
７
％
と
な
り
ま
し

た
。

■
投
資
的
経
費

　

平
成
27
年
度
は
、
川
田
地
区
、

美
郷
地
区
の
統
合
小
学
校
・
こ
ど

も
園
整
備
事
業
や
鴨
島
閉
鎖
処
分

場
の
公
園
整
備
事
業
な
ど
に
着
手

し
ま
す
が
、
山
川
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
、
山
瀬
地
区
公
民
館
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
整
備
な
ど
の
大
型
事
業

の
完
了
に
よ
り
、
投
資
的
経
費
全

体
で
は
前
年
度
比
９・
０
％
減
の

15
億
１
６
４
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
投
資
的
経
費
の
予
算
総
額

に
占
め
る
割
合
は
８・０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
経
費

　

物
件
費
、
補
助
費
等
、
繰
出

金
な
ど
を
合
わ
せ
た
そ
の
他
の

経
費
は
、
個
人
番
号
制
度
関
係

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
や

小
学
校
教
科
書
採
択
替
に
伴
う

指
導
書
購
入
費
の
増
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
０・
５
％
増
の

74
億
５
７
０
２
万
４
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
経
費
の
予

算
総
額
に
占
め
る
割
合
は
39
・３
％

と
な
り
ま
し
た
。

一 

般 

会 

計

主
な
歳
入
（
収
入
）

主
な
歳
出
（
支
出
）

平
成
27
年
度

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

平成27年度一般会計当初予算

< 189億8,642万1千円 >
重点４事業
☆こども・夢・未来空間創造	 8,810万円
☆出産・子育て「任せて安心」	 1億8,268万円
☆安全・安心・防災・総合力向上	 6,200万円
☆便利・快適・くらし創造	 2億5,020万円
上記４項目を重視し、人口減少に歯止めをかけ
るべく未来創造戦略を推進します。
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予備費
3,000万円
(0.2%)

歳出

189億8,642万1千円歳出

義務的
経費
   （52.7%）

投資的経費
（8.0%）

その他
（39.3%）

人件費
34億3,895万5千円
(18.1%)

扶助費
42億9,104万2千円
(22.6%)

公債費
22億8,300万円
(12.0%）投資的経費

15億1,640万円
（8.0%）

物件費
23億3,455万9千円
(12.3%)

維持補修費
8,133万8千円
(0.4%)

補助費等
22億9,885万7千円
(12.1%)

投資および出資金・
貸付金、積立金
1,395万6千円
(0.1%)

繰出金
26億9,831万4千円
(14.2%)

県支出金
13億8,491万4千円
（7.3%）

自主財源
     29.5%

依存財源
70.5%

市税
37億1,050万円
（19.5%）

繰入金
7億3,400万円
（3.9%）

歳入

その他
・分担金および負担金
・使用料および手数料
・財産収入
・繰越金
・諸収入
・寄附金
11億5,274万4千円
（6.1%）

市債
14億1,940万円
（7.5%）

地方交付税
70億7,000万円
（37.2%）

国庫支出金
25億8,505万2千円
（13.6%）

地方譲与税・
各種交付金
9億2,981万1千円
（4.9%）

189億8,642万1千円歳入

家計簿にたとえると
　市の財政状況をより分かりやす
くお伝えするため、平成27年度の
一般会計当初予算を、家計簿にたと
えてみました。
　ここでは、一般会計当初予算189
億8,642万 円1千 円 を 約1/10,000
に縮小した、約189万9千円を一年
間の収入として計算しています。

収入 （単位：円）
区分 金額 構成比 対応する予算

自主

給料 371,000 19.5% 市税
パート収入 42,000 2.2% 使用料・手数料、分担金
雑収入 39,000 2.1% 寄付金、諸収入
資産の売り払いなど 4,000 0.2% 財産収入
前年からの繰越金 30,000 1.6% 繰越金
預金の取り崩し 74,000 3.9% 繰入金

依存 親からの仕送り 1,197,000 63.0% 地方交付税、国・県支出金、
地方譲与税など

銀行からの借入 142,000 7.5% 市債
合計 1,899,000 100.0%

支出 （単位：円）
区分 金額 構成比 対応する予算

生活費 578,000 30.4% 人件費、物件費
ローン返済 228,000 12.0% 公債費
家の増改築など 152,000 8.0% 投資的経費
家や車の維持修繕 8,000 0.4% 維持修繕費
子どもへの仕送り 270,000 14.2% 繰出金
自治会費、加入組合費など 230,000 12.1% 補助費等
医療・介護・教育費 429,000 22.6% 扶助費
雑支出 3,000 0.2% 投資および出資金・貸付金など
定期預金 1,000 0.1% 積立金
合計 1,899,000 100.0%

雑支出
3千円（0.2％）

［よしのがわ家の支出］

平成27年度
年間支出
189万9千円

定期預金
1千円（0.1％）

生活費
57万8千円
（30.4％）

ローン返済
22万8千円
（12.0％）

家の増改築など
15万2千円
（8.0％）

家や車の維持修繕
8千円
（0.4％）

子どもへの
仕送り
27万円
（14.2％）

自治会費、
加入組合費など
23万円
（12.1％）

医療・介護・教育費
42万9千円（22.6％）

［よしのがわ家の収入］

平成27年度
年間収入
189万9千円

銀行からの借入
14万円2千円 
（7.5％）

給料  37万1千円（19.5％） パート収入
4万2千円（2.2％）

雑収入
3万9千円 
（2.1％）
資産の売り
払いなど
4千円
（0.2％）

前年からの
繰越金
3万円
（1.6％）

預金の取り崩し
7万4千円
（3.9％）

親からの仕送り
119万7千円 
（63.0％）
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【
こ
ど
も
・
夢
・
未
来
空
間
創
造
】

新

統
合
小
学
校
・
こ
ど
も
園
整
備

事
業
（
川
田
・
美
郷
地
区
）

 

８
８
１
０
万
円

【
出
産
・
子
育
て
「
任
せ
て
安
心
」】

新

公
的
病
院
の
産
科
分ぶ

ん

娩べ
ん

再
開
支

援
事
業 

１
億
５
０
０
０
万
円

新

保
育
所
待
機
児
童
「
０
」
対
策

事
業 

２
２
８
６
万
円

○
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

（
鴨
島
地
区
） 

６
７
０
万
円

新

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
所
時
間

延
長
支
援
事
業 

３
１
２
万
円

【
安
全
・
安
心
・
防
災
・
総
合
力

向
上
】

新
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
災
害
情

報
発
信
事
業 

５
０
０
万
円

○
防
災
行
政
無
線
屋
外
拡
声
子
局

整
備
事
業 

１
２
０
０
万
円

新

木
造
住
宅
の
住
み
替
え
支
援
事

業 

３
０
０
万
円

新
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業

 

４
２
０
０
万
円

【
便
利
・
快
適
・
く
ら
し
創
造
】

○
鴨
島
閉
鎖
処
分
場
公
園
整
備
事

業 
２
億
３
２
７
０
万
円

新

コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業 
１
７
５
０
万
円

【
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
ま

ち
づ
く
り
】

新
川
島
公
民
館
駐
車
場
拡
張
事
業

 

２
７
９
０
万
円

○
鴨
島
第
一
中
学
校
体
育
館
天
井

撤
去
事
業 

３
５
９
０
万
円

○
山
川
中
学
校
武
道
館
大
規
模
改

修
事
業 

２
５
１
０
万
円

新
小
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
事
業

 

８
６
万
円

新

算
数
・
数
学
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

導
入
・
活
用
事
業 

６
４
１
万
円

○
美
郷
地
区
小
学
校
複
式
学
級
支

援
事
業 

４
７
８
万
円

○
幼
稚
園
給
食
提
供
事
業

 

２
８
８
０
万
円

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
臨

床
心
理
士
）
配
置
事
業
（
小
学
校
）

 

４
２
０
万
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事

業 

２
７
１
７
万
円

【
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
】

○
病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
事
業

（
山
川
地
区
） 

４
９
４
万
円

○
放
課
後
児
童
対
策
事
業

 

５
９
０
３
万
円

新
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

 

７
４
５
万
円

○
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
事
業

 

１
４
０
０
万
円

○
育
児
用
品
購
入
費
助
成
事
業

 

５
０
０
万
円

○
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成

事
業 

１
億
６
７
０
３
万
円

○
出
産
祝
金
支
給
事
業

 

６
０
０
万
円

【
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
】

新
業
務
継
続
計
画
策
定
事
業

 
５
９
０
万
円

○
家
具
転
倒
防
止
金
具
設
置
事
業

 
８
０
万
円

○
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
金

 

４
０
０
万
円

○
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
管
理

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

 

３
８
２
万
円

新

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

事
業 

１
２
０
０
万
円

○
民
間
建
築
物
耐
震
化
支
援
事
業

 

１
６
２
７
万
円

○
老
朽
危
険
空
き
家
除
却
支
援
事

業 

７
２
０
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業

 

２
７
０
０
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
個
人
負

担
の
無
料
化 

８
８
０
万
円

○
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
耐
震
・
長
寿

命
化
・
崖
崩
れ
対
策

 

２
億
９
４
５
０
万
円

○
雨
水
被
害
軽
減
対
策
事
業

 

８
１
２
０
万
円

○
消
防
団
詰
所
・
格
納
庫
整
備
事

業 

６
５
８
０
万
円

《
重
点
４
事
業
》

《
そ
の
他
重
点
施
策
》

平
成
27
年
度
当
初
予
算

主
要
施
策

＊
新
は
新
規
事
業

支出総額　　436,449円
議会費・総務費・
諸支出金等 民生費 衛生費 農林水産業費・

商工費

49,074円 174,651円 52,016円 14,614円
議員報酬や議会運営
の経費、庁舎管理や総
合的な管理事務等に
要する経費

障がい者・高齢者・児
童福祉、生活保護等に
要する経費

各種検診などの保健
活動やごみ・し尿処理
等に要する経費

農林水産業の振興や
商工観光等に要する
経費

土木費 消防費・
災害復旧費 教育費 公債費

37,429円 17,915円 38,270円 52,480円
市道整備や市営住宅
の維持管理等に要す
る経費

消防団活動や災害復
旧に要する経費

学校施設の整備や教
育（幼稚園、小中学校、
社会教育）、スポーツ
振興等に要する経費

事業を行うために市
が借り入れたお金に
対する返済金

市民一人あたりの税負担 85,295円
※市税（37億1,050万円）÷人口(43,502人／ H26.12.31現在の住民
　基本台帳人口）で換算。

市民一人あたりに換算すると

産科分娩が再開される吉野川医療センター
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【
環
境
を
大
切
に
す
る
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
】

○
貸
出
用
の
消
毒
機
材
整
備
事
業

 

８
９
万
円

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業

 
５
８
０
万
円

○
公
共
下
水
道
接
続
促
進
事
業

（
特
別
会
計
で
実
施
）

 

７
７
４
万
円

【
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
】

○
買
い
物
支
援
対
策
事
業
（
移
動

販
売
事
業
者
助
成
） 

２
５
０
万
円

○
交
通
安
全
対
策
事
業

 

７
０
０
万
円

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業

 

２
億
４
３
４
０
万
円

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

 

１
４
０
万
円

○
地
方
バ
ス
路
線
対
策
事
業

（
代
替
バ
ス
） 

７
２
４
万
円

【
地
域
の
活
性
化
】

○
市
内
新
設
事
業
所
等
へ
の
転
勤

等
に
よ
る
転
入
世
帯
家
賃
補
助
事

業 

１
２
０
万
円

○
木
造
新
築
住
宅
角
材
給
付
事
業

（
一
次
加
工
済
杉
柱
材
）

 

９
０
万
円
相
当

○
木
造
新
築
住
宅
丸
太
素
材
現
物

給
付
事
業 

１
０
０
万
円
相
当

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

 

１
６
２
０
万
円

○
鴨
島
駅
前
商
店
街
活
性
化
支
援

モ
デ
ル
事
業 

８
６
万
円

○
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
事
業

  

１
４
２
万
円

○
商
工
会
合
併
支
援
特
別
事
業

 
３
０
０
万
円

○
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業

 

６
４
２
万
円

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

 

３
９
２
万
円

○
温
泉
施
設
経
営
支
援
事
業

 

２
６
０
万
円

○
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

 

８
７
４
８
万
円

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

給
付
事
業 

２
１
１
６
万
円

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

 

１
５
４
０
万
円

○
自
治
振
興
事
業

 

２
６
８
３
万
円

【
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
】

○
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
予
防

諸
費
事
業 

８
４
２
２
万
円

○
母
子
保
健
事
業

 

３
８
６
７
万
円

○
保
健
対
策
事
業
（
各
種
検
診
事

業
） 

４
１
５
６
万
円

○
高
齢
者
福
祉
事
業
・
在
宅
福
祉

事
業 

２
３
４
１
万
円

○
長
寿
祝
賀
事
業 

８
４
４
万
円

○
障
が
い
者
福
祉
事
業

 

１
４
７
２
万
円

○
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
対

策
事
業 

１
億
４
３
６
９
万
円

○
特
別
障
が
い
者
手
当
等
給
付
事

業 

１
７
７
７
万
円

○
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

 

11
億
１
５
０
１
万
円

○
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業

 

５
６
４
４
万
円

【
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
基
盤

の
確
立
】

新
固
定
資
産
台
帳
整
備
事
業

 
２
５
０
０
万
円

新

下
水
道
事
業
公
営
企
業
化
適
用

事
業
（
特
別
会
計
で
実
施
）

 

１
１
０
０
万
円

新

市
営
住
宅
滞
納
者
管
理
委
託
事

業 

１
５
０
万
円

　

市
に
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特

定
の
歳
入
歳
出
を
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た

め
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
一
般
会
計

と
は
別
に
特
別
会
計
と
い
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

以
外
に
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業

会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
次
の
と
お

り
で
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221

特別会計

企業会計

（単位：千円）
会　　　計　　　名 平成27年度予算額

国民健康保険特別会計 6,306,462
後期高齢者医療特別会計 598,626
介護保険特別会計 5,084,443
公共下水道事業特別会計 1,054,700
特定環境保全公共下水道事業特別会計 429,762
農業集落排水事業特別会計 191,585
簡易水道事業特別会計 68,411
川島財産区特別会計 612

（単位：千円）
会　　　計　　　名 平成27年度予算額

水道事業会計
収益的収入および支出

収　入 644,735
支　出 576,097

資本的収入および支出
収　入 251,000
支　出 600,789

ブランド認証商品をPR
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　人口減少の歯止めと東京圏への過度の集中を是正することを目的とした地方創生の取り組みとして、国は“ま
ち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と「総合戦略」”を平成26年12月27日に閣議決定しました。それを受け、
本市も“吉野川市版「人口ビジョン」と「総合戦略」”を本年度中に策定し、平成27年度から平成31年度の
５年間で、本市に適した手法で計画的に人口減少問題や地域経済縮小の克服に取り組んでいきます。
　その先駆けとして、平成26年度補正予算対応の「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金」が、「地域
消費喚起・生活支援型」と「地方創生先行型」に分けて実施できることになりました。
　そこで、本市は次の『ニュー事業』や『リニューアル事業』を行います。

ニュー事業、リニューアル事業が始まります！

「地域消費喚起・生活支援型」

「地方創生先行型」

○プレミアム付商品券発行事業
＜第１弾＞
内　　容　　１千円券12枚つづりを１万円で販売、２万800セット販売
販売時期　　４月20日（月）から （商品券が無くなり次第終了）
販売場所　　吉野川商工会議所、吉野川市商工会
利用期間　　４月20日（月）から10月19日（月）まで
利 用 店　　12枚のうち８枚…県下全域
　　　　　　　　〃　　 ４枚…市内限定
※詳細は、吉野川商工会議所、吉野川市商工会、商工観光課（東館１階）にお問い合わせください。
＜第２弾＞
８月から第２弾プレミアム付商品券を発行予定　※詳細は、広報よしのがわ６月号に掲載予定
問い合わせ　吉野川商工会議所　☎24－2274　吉野川市商工会　☎42－5642
　　　　　　市商工観光課　☎22－2226

○パパ・ママ育児応援事業
　子育て支援として、育児を通じて家族の絆を強め、育児における経済的な支援をします。
・乳児育児用品購入補助事業の拡大
申請対象者　　平成27年３月21日以降に出生した１歳未満および平成26年３月21日以降に出生した１歳以
　　　　　　　上２歳未満の乳幼児の保護者で、購入時および申請時に乳幼児・保護者とも吉野川市民であ
　　　　　　　る方。
助 成 額　　　乳幼児一人につき、４万円以内で助成
対象用品　　　吉野川市内取扱店で購入した、ミルク、哺乳瓶、搾乳器、おむつ、トレーニングパンツ、おまる、
　　　　　　　補助便座、清

せい

拭
しき

用品、ベビーバス、ベビーベッド、だっこひも、おんぶひも、ベビーカー、歩行器、
　　　　　　　ベビーゲート
※平成27年３月20日以前に出生した１歳未満の乳幼児の保護者は、従前の助成額・対象用品となります。
・ブックスタート…４カ月検診時に絵本を配布
・父親の育児支援ガイドブック（イクメンガイドブック）の作成・配布
問い合わせ　市子育て支援課　☎22－2266

○吉野川市に住んでみんで事業
　子育て世代支援、地域経済の活性化、移住・定住促進を目的として、40歳未満の若者の住宅取得を支援し
ます。
申請対象者　　平成27年３月20日以降に工事請負または売買契約により住宅を取得する方のうち、住宅取得
　　　　　　　事前申出日において40歳未満の方（その他要件あり）
助 成 額　　　住宅取得（新築・購入）１件（個人）につき30万円助成
　　　　　　　市内業者により取得した方、市外から転入した方はそれぞれ30万円ずつ加算
※詳細は、企画財政課（本館３階）にお問い合わせください。
問い合わせ　市企画財政課　☎22－2221

○ブランド認証事業所支援事業
　地域産業支援として、ブランド認証事業所が商品を市外にPRしたり、販路拡大のために物産展などに出店
したりする際の経費を支援します。
申請対象者　　市ブランド認証事業所
助 成 額　　　出店費用（旅費、出店料など）の一部補助、補助率２分の１、上限20万円
※詳細は、市商工観光課にお問い合わせください。
問い合わせ　市商工観光課　☎22－2226
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　その他にも、いろいろな助成事業を実施しています。ぜひ、ご活用ください。

子育て支援

地域経済の活性化支援

定住促進支援

安全安心対策支援

●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221

○チャイルドシート購入補助事業
　チャイルドシート購入補助として、乳幼児１人につき１回（最大
５千円）補助します。

【問い合わせ：総務課　☎22－2231】

○空き店舗活用支援モデル事業
　鴨島駅前の空き店舗を活用して起業しようとする個人・法人などに、改装費と家賃の一部を助成します。
　店舗改装は経費の２分の１（最高50万円）、家賃補助は月額家賃の２分の１（上限３万円）を最大12カ月
助成します。

【問い合わせ：商工観光課　☎22－2226】

○新婚世帯家賃補助事業
　市内の民間賃貸住宅に入居する、婚姻届を提出してから１年以内の夫婦共に40歳未満の新婚世帯に対し、
月額最高で１万円を最大24カ月、家賃を助成します。

【問い合わせ：都市計画住宅課　☎22－2225】
○市内新設等事業所への転勤等による転入世帯家賃補助
　市内に新設・増設などをした事業所（該当要件があります）に就職・転勤等により、市内に新たに転入し
た世帯に対し、月額最高で１万円を最大24カ月、住宅家賃を助成します。

【問い合わせ：商工観光課　☎22－2226】
○木造新築住宅角材給付事業
　補助対象要件を満たした木造新築住宅の建築主に上限125本（約30万円相当）の市産材の一次加工済の角
材を現物支給します。

【問い合わせ：農地林業課　☎22－2223】
○木造新築住宅丸太素材現物給付事業
　補助対象要件を満たした木造新築住宅の建築主に最高で35立方メートル（約50万円相当）の市産材の丸太
素材を現物支給します。

【問い合わせ：農地林業課　☎22－2223】

○老朽危険空き家除却支援事業
　地震時に、倒壊などにより道路を閉鎖するおそれのある老朽化危険空き家の除却に要する費用を最大80万
円助成します。

【問い合わせ：建築営繕課　☎22－2224】
○木造住宅の住み替え支援事業
　補助対象要件を満たした住宅を解体して住み替える（建て替えもしくは老健施設などへ住み替える）場合
などに、その経費を国・県と併せて最高60万円助成します。

【問い合わせ：建築営繕課　☎22－2224】
○木造住宅耐震診断事業
　耐震診断時に必要な個人負担３千円の無料化を行います。

【問い合わせ：建築営繕課　☎22－2224】
○木造住宅耐震改修支援事業
　評点を1.0以上に耐震補強する場合、その経費を国・県と併せて最高120万円助成します。評点を0.7以上
に耐震補強する場合、その経費を国・県と併せて最高60万円助成します。

【問い合わせ：建築営繕課　☎22－2224】

11



○
２
月
１
日
、
吉
野
川
市
国
際
交

流
協
会
に
よ
り
、「
吉
野
川
市
国

際
交
流
協
会
設
立
10
周
年
記
念
事

業
『
世
界
を
楽
し
く
旅
す
る
講
座
』

～
見
て
・
聴
い
て
・
食
べ
て
、
世

界
を
体
験
！
～
」
の
最
終
回
と
し

て
、
第
４
回
ア
ジ
ア
編
が
文
化
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族

衣
装
デ
ー
ル
を
着
た
女
性
３
人
の

ユ
ニ
ッ
ト
「
馬
の
宅
Ｑ
便
」
に
よ

る
、「
ス
ー
ホ
ー
の
白
い
馬
」
の
朗

読
と
馬
頭
琴
の
演
奏
や
鴨
島
町
Ａ

Ｌ
Ｔ
で
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
チ
ミ
ド

ル
ジ
・
ツ
ォ
ル
モ
ン
さ
ん
に
よ
る
、

ス
ラ
イ
ド
で
モ
ン
ゴ
ル
の
広
大
な

自
然
、
気
候
、
遊
牧
民
の
生
活
な

ど
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
参
加
者
約

１
０
０
人
は
モ
ン
ゴ
ル
の
生
活
を

直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

い
講
座
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
計
４
回
の
実
施
を
通
し
て
、
世

界
各
地
域
を
見
て
、
聴
い
て
、
食

べ
て
、
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

○
２
月
23
日
、
麻
名
尾
根
道
古
道

ク
ラ
ブ
に
よ
り
、「
第
８
回
里
山
ハ

イ
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

31
人
の
参
加
者
で
、
堀
割
峠

か
ら
梨
ノ
峠
ま
で
を
縦
走
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
月
24
日
に
は
、
最

終
回
と
な
る
「
第
９
回
里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
総
仕
上

げ
と
し
て
、
忌
部
神
社
を
出
発
し
、

白
山
神
社
、
尾
根
道
、
長
戸
峠
、

峯
八
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
本
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
吉
野
川
市
が
持
つ
風

景
の
美
し
さ
や
里
山
の
歴
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
２
月
７
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で
、

い
ん
べ
の
里
地
域
活
性
化
実
行
委

員
会
に
よ
り
、「
に
か
い
め
の
ひ
な

祭
り
展
」
が
開
催
さ
れ
、
近
隣
か

ら
集
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
雛ひ

な

人

形
や
保
育
所
・
幼
稚
園
の
子
ど
も

た
ち
が
作
っ
た
和
紙
の
作
品
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

法ほ

螺ら

貝
の
演
奏
や
、
書
道
の
書

初
め
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
箏こ

と

の

演
奏
や
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
人ひ

と

形が
た

づ
く
り
体
験
や
和
紙
染

め
体
験
、
物
産
販
売
な
ど
、
週
替

わ
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
忌
部
の
歴
史
に
深
く
か
か
わ

る
和
紙
の
文
化
と
と
も
に
、
地
元

に
根
付
い
た
ひ
な
祭
り
を
地
域
全

体
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
３
月
３
日
、
鴨
島
歩
こ
う
会
に

よ
り
「
吉
野
川
市
内
を
歩
か
ん
で

会
」
の
最
終
回
（
美
郷
地
区
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
２
６
人
の
参
加
者
は
、
美
郷

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
重

楽
寺
を
往
復
す
る
約
６
キ
ロ
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
今
回
を
含
め
、

こ
れ
ま
で
計
４
回
の
実
施
を
通
し

て
、
市
内
各
地
域
で
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
者

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と

で
、
健
康
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念 

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
⑫

最
終
回

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
し
た
！

にかいめのひな祭り展

吉野川市内を歩かんで会（美郷地区）

世界を楽しく旅する講座（アジア編）

第９回里山ハイキング

【
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
】

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、

契
約
し
た
後
、
一
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
除

で
き
る
特
別
な
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
で
き
る
の

は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

・
訪
問
販
売
（
訪
問
買
取
）

・
電
話
勧
誘
販
売

・
マ
ル
チ
商
法

・
特
定
継
続
的
役
務
提
供

　
（
エ
ス
テ
、
学
習
塾
な
ど
）

・
Ｓ
Ｆ
商
法

　

し
か
し
、
自
動
車
の
購
入
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
プ
ロ

バ
イ
ダ
契
約
な
ど
、
活
用
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

活
用
で
き
る
と
し
た
商
法
で

も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
っ
た
り
、
相

手
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す

る
旨
を
伝
え
る
た
め
の
連
絡
先

が
必
要
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
適
用
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

消
費
者
ひ
ろ
ば
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○
よ
く
効
く
薬
が
開
発
さ
れ
る
ま

で
、
病
気
の
症
状
と
し
て
手
足
や

顔
、
頭
髪
な
ど
、
人
の
目
に
つ
き
や

す
い
と
こ
ろ
に
変
形
や
機
能
障
が

い
が
お
こ
り
ま
し
た
。

○
同
じ
家
族
の
中
の
何
人
か
が
発

病
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
親
か
ら
子

へ
遺
伝
す
る
病
気
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
だ
ろ
う
？

○
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
を
正
し
く

理
解
し
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
、
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

で
も
ハ
ン
セ
ン
病
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
修
会
な
ど
も
計
画
し
、
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
県
ハ
ン
セ
ン
病
支
援
協
会

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

内
☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
２
４

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

　
「
事
実
を
知
ら
な
い
」こ
と
に
よ
っ

て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
人
権

を
侵
害
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
も
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
が
、
偏
見
や
差
別

を
解
消
す
る
た
め
に
大
切
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

○
感
染
力
の
弱
い
「
ら
い
菌
」
に
よ

る
感
染
症
の
ひ
と
つ
で
す
。

○
治
療
薬
で
完
全
に
治
る
病
気
で

す
（
ら
い
菌
は
数
日
間
の
服
用
で
感

染
力
を
失
い
ま
す
）。

○
治
療
し
て
治
っ
た
人
か
ら
は
感

染
し
ま
せ
ん
。

○
治
っ
た
後
に
残
る
体
の
変
化
は
、

後
遺
症
で
す
。

○
遺
伝
は
し
ま
せ
ん
。

○
早
期
の
治
療
で
、
体
に
障
が
い
が

残
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
こ
こ
数
年
の
患
者
発
生
は
、
全
国

で
10
人
以
下
で
す
。

ど
う
し
て
差
別
さ
れ
た
の
？

○
か
つ
て
、
国
が
患
者
さ
ん
を
強
制

的
に
隔
離
し
た
た
め
、「
う
つ
り
や

す
く
恐
ろ
し
い
病
気
」
だ
と
い
う
間

違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

人
権
と
ぴ
っ
く
す

ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
を

正
し
く
知
ろ
う

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

「レッツ・クリーン」環境美化の実施団体を募集
～市内一斉「ポイ捨てごみ」清掃活動にご参加ください！～

実施期間中に清掃活動にご協力いただける自治会、団体、事業所を募集しています。

５月３日（日）（祝）～５月17日（日）
５月10日（日）  午前８時～10時

実 施 期 間

統一実施日

※小雨決行しますが、荒天
などで中止する場合は広
報車でお知らせします。

■申込期間 ４月８日（水）～４月30日（木）
■申込方法 下記の「環境美化実施計画書」と、清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した
 「地図」を環境企画課もしくは各支所（川島、山川、美郷）へご提出ください。
 その際に「ボランティアごみ袋」をお渡しします。
■実施方法 集めたポイ捨てごみは、「ボランティアごみ袋」に分別して入れてください。
 あくまでも公共スペースの「ポイ捨てごみ」が対象です。
 家庭からのごみ、草、木、側溝や水路の土砂などは収集できません。
■収集方法 統一実施日の５月10日（日）については、当日収集します。
 午前10時までに届け出の場所にボランティア袋を出してください。
 統一実施日以外に実施した際に出されたごみ袋は、平日の収集となります。
■その他 最終処分場へのごみの持ち込みはできませんので、ご注意ください。

「レッツ・クリーン」環境美化実施計画書
実施団体/名称

連 絡 者 氏 名 ごみ袋必要枚数 袋

電 話 予 定 人 数 人

実 施 日 時 　　月　　日(　)　  時～　 時 ごみを出す場所

＊清掃範囲と集めたごみを出す場所を記した「地図」を添付してください。

平成27年　　月　　日
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平成27年３月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,377 （−66）

男 20,478 （−37）

女 22,899 （−29）

世帯数 17,993 （     6）

※65歳以上人口
計 14,134人  男 6,029人  女 8,105人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 4 月21日㈫ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室
 4 月28日㈫ 13:30～16:00 山川公民館研修室３
 5 月14日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室
 5 月19日㈫ 13:30～16:00 吉野川市交流センター人権擁護委員会室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 4 月16日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室
 5 月11日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１
 5 月12日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室
 5 月14日㈭   9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 4 月17日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 5 月15日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
※
累
計
は
平
成
27
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

1
月 1件

累
計 1件

救急出動

1
月 161件

累
計 161件

市制10周年記念として行われました

受賞された横谷道子さん（左）と上田貞子さん

新春の風を感じながら歩きました

皆さん、思い思いのペースで走りました

柴田ヤイノさん

　

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
開
催
中
の

３
月
８
日
、
美
郷
ふ
れ
あ
い
公

園
を
発
着
点
に
し
た
「
梅
の
花

見
ウ
オ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
約

７
０
０
人
が
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
２
㎞
か
ら
10
㎞
の
６

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
、
途

中
の
休
憩
所
で
は
接
待
な
ど
も
あ

り
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き

ま
し
た
。
ウ
オ
ー
ク
終
了
後
に

は
、
参
加
賞
と
し
て
美
郷
の
特
産

品
が
渡
さ
れ
、
美
郷
の
春
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
に
、
鴨
島
町
上
浦
の

柴
田
ヤ
イ
ノ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
徳
島
県
と
吉
野

川
市
か
ら
祝
い
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　

柴
田
さ
ん
は
、
日
課
と
し
て
近

所
を
散
歩
し
て
お
り
、
雨
な
ど
で

散
歩
が
で
き
な
い
時
に
は
室
内
で

足
腰
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠
か
さ

ず
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

の
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
で

で
き
る
ほ
ど
元
気
で
、
現
在
も
自

宅
で
家
族
と
一
緒
に
生
活
し
て
い

ま
す
。
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

は
、｢

運

動
を
し
て
、
し
っ
か
り
体
を
動
か

す
こ
と
で
す｣

と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

お
祝
い
に
は
多
く
の
親
族
が
駆

け
付
け
、
笑
顔
で
祝
い
状
を
受
け

取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
31
人
（
女
性
27
人
男
性
４

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
ゲ
ス
ト
に
元
マ
ラ

ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
の
赤
羽
有
紀
子
さ

ん
を
迎
え
、
第
14
回
吉
野
川
市
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が

鴨
島
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

吉
野
川
沿
い
の
堤
防
を
コ
ー
ス

と
し
、
徳
島
県
内
外
か
ら
小
学
生

か
ら
84
歳
ま
で
の
１
５
０
０
人
を

超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

12
月
22
日
、
県
庁
で
統
計
功
績

者
に
対
す
る
表
彰
お
よ
び
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
総
務
省
、
経
済

産
業
省
な
ど
が
所
管
す
る
各
種
統

計
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
特
に

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
統
計

調
査
員
を
各
大
臣
が
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

本
市
で
は
、上
田
貞
子
さ
ん（
山

川
町
）
が
「
経
済
産
業
大
臣
表
彰
」

を
、
横
谷
道
子
さ
ん
（
鴨
島
町
）

が
「
総
務
大
臣
表
彰
」
を
そ
れ
ぞ

れ
永
年
の
功
績
に
よ
り
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

美
郷
で
花
見
ウ
オ
ー
ク

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

統
計
功
績
者
表
彰
伝
達
式

第
14
回
吉
野
川
市
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
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行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の
委

嘱
に
よ
り
地
域
に
発
生
す
る
行
政
問
題

な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決

の
た
め
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
28

年
度
の
２
年
間
で
、
委
嘱
さ
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。

　

𨼲
山　

昌
生
さ
ん
（
鴨
島
町
）

　

吉
川　

和
良
さ
ん
（
川
島
町
）

　

藤
森　
　

勲
さ
ん
（
山
川
町
）

　

猪
井　

幸
子
さ
ん
（
美
郷
）

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

　

次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、
申

請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

①
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
等

（
本
人
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
、
運
転
免
許
証
、

車
検
証
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

○
車
両
が
変
更
に
な
る
と
、
再
申
請
が

必
要
で
す
。

（
家
族
運
転
の
場
合
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
、
運
転
免
許
証
、

車
検
証
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
等
、
通

院
証
明
な
ど

○
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

②
心
身
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
家

族
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
18
歳
未

満
、
療
育
手
帳
等
該
当
の
方
）

必
要
な
も
の　

家
族
運
転
の
場
合
と
同

様
で
す
。

※
①
、
②
い
ず
れ
の
場
合
も
、
障
が
い

区
分
・
級
別
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
で
１
台
の
み
減
免
と
な
り
ま
す
。

③
身
体
障
が
い
者
等
の
利
用
の
た
め
に

構
造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車
等
（
車

い
す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の　

印
鑑
、
車
検
証
、
構
造

を
確
認
で
き
る
写
真
な
ど

※
平
成
27
年
度
の
減
免
申
請
期
限
は
５

月
25
日
㈪
で
す
。
期
限
以
降
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　

課
税
係	

☎
22-

２
２
１
５

　

９
月
下
旬
に
金
婚
（
50
周
年
）・
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
記
念
式
典

を
実
施
し
ま
す
。
吉
野
川
市
民
で
次
の

基
準
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。　
　

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚
（
50
周
年
）
該
当
者

　

昭
和
40
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
60
周
年
）
該
当

者
　

昭
和
30
年
９
月
１
日
ま
で
に
入
籍
さ

れ
た
ご
夫
婦

※
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該
当
者

で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外
の
方
は
、

申
込
時
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
式
典
当
日
に
市
民
で
な
い
方
、
既
に

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
方
も
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
申
込
締
切
】
７
月
31
日
㈮

※
締
切
日
以
降
に
申
し
込
ま
れ
た
方
、

９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
に
該
当
と
な
る
方
は
、
平
成
28
年

度
以
降
の
記
念
式
典
で
お
祝
い
し
ま

す
。

【
申
込
方
法
】
申
込
書
は
、
福
祉
総
務

課
（
本
館
２
階
）
お
よ
び
各
支
所
（
川

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

高
齢
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
１

お
知
ら
せ

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

４
月
26
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

軽
自
動
車
税
の
減
免

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当

す
る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い

15



　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
鴨
島
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

長
尾　

多
祥
さ
ん

　
　
　
　
　
　

東
新
町
１
・
東
新
町
１

西
・
東
新
町
２
・
東
新
町
３
・
東
本
町
・

役
場
東

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
公

募
し
、
指
定
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

募
集
サ
ー
ビ
ス
事
業　

小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護	

【
各
１
事
業
所
ず
つ
】

応
募
方
法　

申
請
書
を
窓
口
へ
持
参
す

る
か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

〒
７
７
６
︲
８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/

受
付
期
間　

４
月
20
日
㈪
～
５
月
20
日

㈬
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

	

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
応
募
資
格
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

介
護
保
険
課
（
本
館
２
階
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課	

☎
22-

２
２
６
４

　

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
に
義
務

教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
世

帯
に
、
学
校
教
育
に
必
要
な
費
用
の
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護

者
が
、
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保

護
者
（
生
活
保
護
者
）
に
準
ず
る
程
度

に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通
学
す

る
学
校
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の

所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
就
学
援
助
認
定

と
は
、
子
育
て
中
の
家
族
が
安
心
し
て

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
よ
う

に
、
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
が
お
互
い

に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
「
依
頼
会
員
」
と
は
、
０
歳
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
預
か
っ

て
ほ
し
い
方
で
す
。「
提
供
会
員
」と
は
、

心
身
と
も
に
健
康
で
子
育
て
支
援
に
熱

意
が
あ
り
、
自
宅
な
ど
で
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
す
。

①
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎
お
よ
び
帰
宅

後
、
子
ど
も
を
預
か
る
。

②
冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も
の
学
校
行

事
の
際
、
子
ど
も
を
預
か
る
。

③
買
い
物
な
ど
外
出
の
際
、
子
ど
も
を

預
か
る
。

な
ど
の
、緊
急
的
・
一
時
的
な
保
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

●
月
～
金　

午
前
７
時
～
午
後
９
時

	

１
時
間
７
０
０
円

●
右
記
以
外	

１
時
間
８
０
０
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎
25-

６
６
１
６

委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課

	

☎
22-

２
２
７
３

　

市
で
は
、
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内

の
未
接
続
世
帯
を
対
象
に
、
戸
別
訪
問

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
公
共
下
水
道
地
区

（
鴨
島
地
区
）
を
訪
問
し
ま
す
。

　

訪
問
は
夜
間
・
休
日
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
普
及
推
進
員
（
２
人
１

組
・
市
の
身
分
証
明
書
を
携
帯
）
が
訪

問
し
た
際
に
は
、
下
水
道
事
業
に
関
す

る
ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。問

い
合
わ
せ

市
下
水
道
課	

☎
22-

２
２
５
８

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

鴨
島
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
け
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
公
募
に
つ
い
て

下
水
道
未
接
続
世
帯
戸
別
訪
問

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

就
学
援
助
費
支
給
制
度

委
員
氏
名

担
当
地
区

「
依
頼
会
員
」
と
「
提
供
会
員
」

活
動
内
容

活
動
時
間
と
利
用
料
金

募

　集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集
！
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ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

と
き　

５
月
31
日
㈰
午
前
９
時
か

ら
（
午
前
８
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ　

う
だ
つ
ア
リ
ー
ナ
（
美

馬
市
脇
町
新
町
１
９
６
）

参
加
資
格　

徳
島
県
内
の
小
学
１

～
６
年
生

※
小
学
４
～
６
年
生
の
優
勝
者

は
、
両
国
国
技
館
（
東
京
）
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
で
き

ま
す
（
た
だ
し
、
女
子
が
優
勝
し

た
場
合
は
、
男
子
上
位
者
が
出
場

と
な
り
ま
す
）。

参
加
費　

無
料

応
募
方
法　

美
馬
青
年
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
申
込
書

を
入
手
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
の
方
は
、

当
日
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈬

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
美
馬
青
年
会
議
所

	

担
当
：
丸
山

☎
０
５
０（
８
８
０
９
）３
０
０
０

	

（
平
日
、
午
前
９
時
～
11
時
）

☎
０
９
０
（
９
５
５
５
）
７
４
９
９

	

（
右
記
以
外
の
時
間
）

℻
０
８
８
３
（
５
３
）
８
９
７
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://m
im
ajc.sub.jp/

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

と
き　

毎
週
水
曜
日

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時

前
期
日
程
（
10
回
）

	
５
月
13
日
～
７
月
15
日

後
期
日
程
（
10
回
）

	

７
月
22
日
～
９
月
30
日

	

（
９
月
23
日
は
休
み
）

と
こ
ろ　

障
が
い
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー　

か
が
や
き

対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数　

前
期
、
後
期
と
も
10

人
（
先
着
順
）

講
座
内
容　

初
心
者
コ
ー
ス
（
10

回
）、
文
章
・
は
が
き
作
成
コ
ー

ス
（
10
回
）、
表
計
算
コ
ー
ス

（
10
回
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
教
材
費

は
実
費
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
央
広
域
障
が
い
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
は
く
ち
ょ
う

	

☎
36-

７
０
７
０

	

℻
36-

７
０
７
１

　

麻
植
協
同
病
院
が
、
次
の
日
程

お
よ
び
ル
ー
ト
に
よ
り
新
病
院
へ

の
患
者
移
送
を
行
い
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

５
月
４
日
㈪
㈷

午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
予
定
）

※
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
は
、
緊
急

時
の
み
使
用
す
る
予
定
で
す
。

※
新
病
院
で
の
外
来
診
療
は
、
５

月
11
日
㈪
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

で
す
。

問
い
合
わ
せ

麻
植
協
同
病
院　

管
理
課

	

☎
24-

２
１
０
１

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
溶
接
加
工
科
（
６
カ
月
）

　

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要

な
図
面
の
見
方
、
各
種
工
具
の
取

り
扱
い
を
は
じ
め
、
各
種
溶
接
加

工
法
の
知
識
・
技
能
を
学
び
、
機

械
板
金
加
工
・
プ
レ
ス
機
械
作
業

な
ど
の
技
能
を
習
得
し
ま
す
。
溶

接
技
能
者
評
価
試
験
に
任
意
で
挑

戦
す
る
こ
と
で
、
即
戦
力
と
し
て

の
採
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〔
訓
練
期
間
：
６
月
１
日
㈪
～
11

月
30
日
㈪
〕

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

５
月
12
日
㈫

問
い
合
わ
せ

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳

島
）

	

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

多
数
（
飛
び
入
り
も
歓

迎
し
ま
す
）

と
き　

４
月
26
日
㈰

	

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

徳
島
県
予
選
を
開
催

募
集
訓
練
科

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

講
座
の
ご
案
内

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
募
集

第
１
７
5
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

麻
植
協
同
病
院
患
者

移
送
の
お
知
ら
せ

吉
野
川
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
26-

２
２
２
２（
代
表
）

新
病
院
名
称
お
よ
び
電
話
番
号

【
５
月
４
日
㈪
㈷
の

午
後
５
時
か
ら
変
更
】

江川

鴨島駅
鴨島一中

西麻植小

知恵島小

新

現

マイクロバスのルート

救急車、福祉車両のルート

西麻植駅 鴨島小

市役所
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働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
修
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
21
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

	

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
川
島
】

と
き　

５
月
13
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

【
山
川
】

と
き　

６
月
１
日
㈪

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」

は
、
あ
へ
ん
法
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、「
植
え
て
は
い
け
な

い
け
し
」が
一
般
家
庭
の
庭
や
畑
、

野
原
に
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

自
生
し
て
い
る
け
し
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
や
都
道
府
県
に

お
い
て
、
毎
年
そ
の
発
見
、
除
去

を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

根
絶
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
発

見
し
た
場
合
、
吉
野
川
保
健
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

大
麻
は
、大
麻
取
締
法
に
よ
り
、

無
許
可
の
栽
培
・
所
持
・
譲
渡
等

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
麻
の
使
用
は
身
体
・
精
神
に

悪
影
響
が
あ
り
、
不
正
所
持
・
栽

培
等
は
犯
罪
で
す
。

〈
罰
則
の
一
例
〉

営
利
目
的
の
栽
培
等
に
よ
り
、
７

年
以
下
の
懲
役
又
は
情
状
に
よ
り

２
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
併
科

　
　

　

麻
薬
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用

は
、
単
に
乱
用
者
自
身
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭
の
崩
壊
、
殺

人
、
放
火
等
重
大
な
事
件
の
原
因

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
社
会
全
体

の
問
題
へ
と
拡
大
す
る
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。

　

自
分
自
身
を
大
切
に
し
て
、
誘

わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

	

☎
36-

９
０
１
７

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

５
月
１
日
㈮

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

５
月
１
日
㈮

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

☎
０
９
０（
９
５
５
３
）９
７
６
０

と
き　

４
月
19
日
㈰
午
後
２
時

対
戦
相
手　

京
都
サ
ン
ガ

と
き　

４
月
29
日
㈬
㈷
午
後
２
時

対
戦
相
手　

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ

と
き　

５
月
６
日
㈬（
振
休
）

	

午
後
４
時

対
戦
相
手　

ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢

会
場

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

	

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

けしの花

今
月
の
健
康

　
大
腸
が
ん
に
つ
い
て

　

動
物
性
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
な

ど
、
食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
増

加
傾
向
に
あ
る
が
ん
で
す
。
進
行

す
る
ま
で
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
も
よ
く
み
ら

れ
る
の
が
血
便
で
す
。
痔
と
勘
違

い
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
自
己
判

断
せ
ず
医
師
に
相
談
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
他
に
、
便
秘
と
下
痢

を
く
り
返
す
、
残
便
感
が
あ
る
、

便
が
細
く
な
る
、
お
腹
が
張
る
、

腹
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
的
な
検
査
方
法
は
、
便
の

中
の
血
液
を
調
べ
る
「
便
潜
血
反

応
検
査
」
で
す
。
大
腸
に
が
ん
や

ポ
リ
ー
プ
な
ど
が
あ
る
と
、
便
に

出
血
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
法
と
し
て
は
、
「
手
術
療

法
」
「
放
射
線
療
法
」
「
化
学
療

法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）
」
を
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
行
わ
れ
ま
す
。
手

術
療
法
で
は
、
早
期
で
あ
れ
ば
内

視
鏡
に
よ
る
切
除
や
、
腹
腔
鏡
下

手
術
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
で
95
％
以
上
良
く
な
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
年
に
１
回
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

５
月
号
は｢

睡
眠｣

に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
を
見
か
け
た
ら

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

巡
回
職
業
相
談

江
川
湧
水
源
周
辺

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

大
麻
の
不
正
栽
培
は

薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
に
は

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

Ｆ．
Ｃ.
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○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
野
川
市
文
化
協

会
主
催

よ
ん
で
ん
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
「
動
物
の
謝
肉
祭
」

と
き　

６
月
27
日
㈯

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

	

江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

出
演
者　

石
田
え
り
な
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
佐
藤
由
美
子
（
ピ
ア
ノ
）、

杉
本
成
美
（
ピ
ア
ノ
）、
木
藤
麻

衣
子
（
フ
ル
ー
ト
）、
西
村
絵
里

奈
（
フ
ル
ー
ト
）、
白
井
奈
緒
美

（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）、
和
田
絵
里

子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
５
０
０
円
（
未
就
学
児

は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

プ
ロ
グ
ラ
ム　

サ
ン
＝
サ
ー
ン

ス
「
動
物
の
謝
肉
祭
」、モ
ン
テ
ィ

「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」、
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
「
月
の
光
」
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

吉
野
川
市
文

化
研
修
セ
ン
タ
ー
、
吉
野
川
市
ア

メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
宮
脇
書
店

鴨
島
店
、
山
本
書
店
、
鴨
島
公
民

館○
一
日
体
験
講
座

【
神
戸
で
の
絵
画
鑑
賞
と

	

防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
】

と
き　

４
月
30
日
㈭（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

神
戸
市
立
博
物
館
、
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
、
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

会
費　

会
員
８
０
０
０
円
、
非
会

員
９
０
０
０
円

定
員　

45
人

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
野
川
市
文
化
協

会
の
平
成
27
年
度
個
人
会
員
（
年

会
費
１
０
０
０
円
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

　

桜
前
線
の
北
上
に
伴
っ
て
、
本

格
的
な
春
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン

と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
や
友
だ
ち

同
士
で
の
花
見
や
イ
ベ
ン
ト
、
観

光
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
計
画
を
立

て
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

例
年
、
ど
こ
の
観
光
地
や
施
設

も
余
暇
を
楽
し
む
人
で
相
当
な
混

雑
と
な
り
、
雑
踏
に
伴
う
さ
ま
ざ

ま
な
事
故
が
発
生
し
、
楽
し
い
は

ず
の
レ
ジ
ャ
ー
が
悲
惨
な
結
果
に

な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
気
候
も
良
く
な
り
、

春
山
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
も
な
り

ま
す
が
、
春
は
大
気
の
状
態
が
不

安
定
で
天
気
が
変
わ
り
や
す
い
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
登
山
を

安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

雑
踏
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

○
群
集
心
理
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
現

場
の
警
察
官
の
指
示
に
従
う
。

○
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

山
岳
遭
難
の
防
止
に
つ
い
て

○
事
前
の
準
備
を
十
分
に
す
る
。

○
登
山
計
画
は
、
家
族
に
も
伝
え

て
お
く
。

○
万
一
、
遭
難
し
て
し
ま
っ
て
も

落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

　

登
山
は
、
あ
く
ま
で
自
己
責
任

で
行
う
も
の
で
す
。
安
全
に
下
山

で
き
る
よ
う
に
、
自
分
で
登
山
計

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

～
あ
な
た
も
ね
ら
わ
れ
る
振
り
込

め
詐
欺
・
巧
妙
な
手
口
と
そ
の
対

策
～

と
き　

４
月
27
日
㈪

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
や
さ
し
い
経
済

～
株
価
の
動
き
と

	

日
本
経
済
の
見
通
し
～

と
き　

５
月
８
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
Ｆ
Ｐ
か
ら
学
ぶ
「
く
ら
し
と
お

金
」

～
も
う
か
る
家
計
の
作
り
方
～

と
き　

５
月
９
日
㈯

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
楽
し
い
介
護

～
介
護
保
険
の
上
手
な

	

利
用
方
法
と
改
正
点
～

と
き　

５
月
11
日
㈪

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
大
塚
製
薬
板
野
工
場
、
徳
島
県

警
、
徳
島
県
議
会
・
県
知
事
室

	

見
学
会

と
き　

５
月
20
日
㈬

	

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
歴
史
講
座

と
き　

５
月
20
日
㈬

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

画
の
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

　

４
月
は
、
入
学
や
転
勤
な
ど
で

住
所
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
動
車
運
転
免
許
証
の
記
載

事
項
が
変
わ
る
と
き
は
、
変
わ
っ

た
先
の
警
察
署
や
免
許
課
で
住
所

変
更
を
し
ま
し
ょ
う
。

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

	

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

必
要
な
も
の

○
自
動
車
運
転
免
許
証

○
住
民
票
の
写
し（
コ
ピ
ー
不
可
）

公
的
機
関
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
機
関
か
ら
の
郵
便
物
な
ど
で
、

住
所
が
確
認
で
き
る
書
類

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

★
講
座
案
内

○
元
気
づ
く
り
体
操
講
座

～
肩
こ
り
体
操
～

と
き　

４
月
23
日
㈭

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
子
ど
も
え
い
が
会

～
こ
ど
も
に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き
～

と
き　

４
月
25
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－224419



生活機能低下を防ごう
みんなで「生活不活発病」の予防を！

　介護が必要になってもいきいきと安心して暮らしていけるまちづくりに取り組めるよう、皆さんのご理解と
ご協力をよろしくお願いします。

所得段階 介護保険料（年額） 対象者の内容

第１段階被保険者 基準額×0.45 31,700円
・生活保護受給者
・世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受給者
・世帯全員が住民税非課税で合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万
円以下の人

第２段階被保険者 基準額×0.75 52,900円 ・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額が80万円超
120万円以下の人

第３段階被保険者 基準額×0.75 52,900円 ・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額が120万円
を超える人

第４段階被保険者 基準額×0.9 63,500円 ・同じ世帯内に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で合計所得金
額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

第５段階被保険者 基準額×1.0 70,600円 ・同じ世帯内に住民税課税者がいるが、本人は住民税非課税で合計所得金
額と課税年金収入額の合計が80万円を超えている人

第６段階被保険者 基準額×1.2 84,700円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が120万円未満の人

第７段階被保険者 基準額×1.3 91,800円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が120万円以上190万円未
満の人

第８段階被保険者 基準額×1.5 105,900円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が190万円以上290万円未
満の人

第９段階被保険者 基準額×1.7 120,000円 ・住民税が課税されている人で、合計所得金額が290万円以上の人

●問い合わせ　市介護保険課　☎22-2264

　介護保険事業は介護保険法の規定に基づき、３年ごとの事業計画内容の見直
しを行いました。保険料は介護保険事業計画で見込んだ要介護高齢者の増加傾
向や介護サービスの供給量により、３年間を通じて介護保険財政の収支が均衡
するように設定されます。
　運営に必要な財源は、国・県・市が半分を負担し、残りの半分を介護保険加
入者が保険料として負担することになります。今回、高齢層の増加、若年層の
減少に伴い、第１号被保険者（65歳以上）の負担率が21％から22％、第２号
被保険者（40歳から64歳）の負担率が29%から28%になりました。（図１）
　今回の見直しで、平成27年度から平成29年度までの第１号被保険者の介護
保険料の保険料基準額（月額）を5,285円から5,885円に改定しました。

介護保険はみなさんと社会全体で支えている制度です

介護保険料についてお知らせします。

生活保護を受給していますか？

世帯の中に住民税が
課税されている人は
いますか？ 本人は住民税課税者ですか？

老齢福祉年金を受給していますか？
本人の前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計が80万円以下ですか？

前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
①80万円以下
②80万円超～120万円
③120万円超

前年の合計所得金額が
⑥120万円未満
⑦120万円以上～190万円未満
⑧190万円以上～290万円未満
⑨290万円以上

スタート

第１段階 第２段階 第９段階第８段階第７段階第６段階

はい

はい
はい

はい

はい
いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

第４段階第３段階 第５段階

① ⑥ ⑦ ⑧ ⑨② ③

第６期計画期間（平成27年度～平成29年度）における保険料

第１号被保険者（65歳以上）の人の保険料は所得に応じて決まります

介護保険の財源内訳

図１

40〜64歳の方
　　　29% ➡

65歳以上の方
　　　21% ➡

公費
（国・県・市の
負担金）
50%保険料

22%

保険料
28%

65歳以上の方の保険料は、市で必要な介護
サービス費用をまかなえるように算出された
基準額をもとに所得に応じて決まります。

吉野川市の介護サービス総費用のうち
65歳以上の方の負担分（22%）

吉野川市の65歳以上の方の人数
÷12カ月＝標準額

（月額）
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「生活不活発病」とは、「動かない（生活が不活発な）」状態が続く
ことにより、心身の機能が低下して、「動けなくなる」ことをいいます。

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

 

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
街
角
の
年
金
相

談
セ
ン
タ
ー
徳
島
（
オ
フ
ィ
ス
）

ま
た
は
、
市
国
保
年
金
課
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
４
月
23
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
５
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
、
認
印
、
本
人
確
認
で
き
る
も

の
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

	

（
オ
フ
ィ
ス
）

	

☎
０
８
８
（
６
５
７
）
３
０
８
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
し
さ

れ
る
の
で
、
手
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額

が
大
き
い
た
め
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
（
変
更
）
申
出
書
」
を
記
入
・

押
印
の
上
、
市
役
所
年
金
窓
口
、

徳
島
北
年
金
事
務
所
ま
た
は
金
融

機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

６
カ
月
前
納
の
、
下
期
６
カ
月

分
（
10
月
分
～
翌
年
３
月
分
）
の

締
め
切
り
は
８
月
末
で
す
。

※
平
成
27
年
度
の
口
座
振
替
に
よ

る
２
年
前
納
、
１
年
前
納
、
上
期

６
カ
月
前
納
の
申
し
込
み
の
受
付

は
２
月
末
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

納
付
書
で
の
現
金
一
括
納
付

（
前
納
）
も
お
得
で
す
。
開
始
希

望
月（
前
納
が
可
能
と
な
る
月
で
、

過
去
分
は
除
く
）
か
ら
翌
３
月
分

ま
で
の
保
険
料
を
一
括
で
お
支
払

い
い
た
だ
く
と
、
支
払
月
数
に
応

じ
て
割
引
き
さ
れ
ま
す
。
開
始
希

望
月
の
末
日
が
納
付
期
限
と
な
り

ま
す
の
で
、
開
始
希
望
月
の
中
旬

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
５
９
０
円
と

な
り
、
前
年
度
か
ら
３
４
０
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送

ら
れ
る
一
年
分
の
納
付
書
、
口
座

振
替
ま
た
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
で
納
付
で
き
ま
す
。

平成27年度
１カ月分 ６カ月分 １年分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額
毎月納付

（納付書での現金納付およ
び翌月末振替の口座振替）

15,590円 ― 93,540円 ― 187,080円 ―

毎月納付【早割】
（当月末振替の口座振替） 15,540円 50円 93,240円 300円 186,480円 600円

６カ月前納（現金納付） ― ― 92,780円 760円 185,560円 1,520円
６カ月前納（口座振替） ― ― 92,480円 1,060円 184,960円 2,120円
１年前納（現金納付） ― ― ― ― 183,760円 3,320円
１年前納（口座振替） ― ― ― ― 183,160円 3,920円

２年前納（口座振替） ― ― ― ― （2年分）
366,840円

（2年間で）
15,360円

　２月６日、『認知症サポーター養成講座』が吉野川市役所で開かれ、市民
約80人の参加がありました。参加者は、認知症の症状や対応の仕方、予防に
ついての講義に熱心に耳を傾けていました。

『認知症サポーター』とは
認知症に関する正しい知識と理解をもち、地
域や職場で認知症の人や家族を温かく見守り支え
る応援者です。サポーターの印として、『オレンジリング』を持っています。

●問い合わせ　市介護保険課　地域包括支援センター　☎22-2265

認知症サポーター養成講座が開催されました

みなさんも認知症サポーターとなりませんか？　〜地域の皆さんの理解と見守りが必要です!!〜

吉野川市には、約
1,700人の認知症サ
ポーターがいます!!

　市では、認知症サポーター養成講座の出前講座を行っています。
■講義内容：１）認知症とは　　２）認知症の症状　　３）認知症の予防
　　　　　　４）認知症の方への接し方　　５）認知症サポーターとは
■申し込み：市介護保険課　地域包括支援センター（本館２階）へお申し込みください。
　　申し込みの際に、団体名、代表者氏名、代表者電話番号、実施場所（吉野川市内のみ）、希望日時、
　　参加予定人数をお伝えください。

認知症サポーター養成講座の出前講座について（無料）

国
民
年
金
だ
よ
り

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

は　
１
万
５
５
９
０
円
で
す

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
、口
座
振
替
や
現
金
一

括
納
付
が
お
得
で
す
！
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「生活不活発病」予防のポイント
毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう

風しん（成人）の任意予防接種費用を助成します！
　吉野川市では、風しんの抗体価が低いと判定され、風しんまたは麻しん風しん混合予防接種を受け
られた方に、予防接種費用の一部を１回に限り助成します。
１．助成対象者
　抗体検査の結果が陰性または低抗体価で、接種日時点で吉野川市に住民登録がある次の方。
①妊娠を希望する、または、妊娠する可能性の高い女性（妊婦は除く）。
②昭和39年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた男性。
２．助成内容
　予防接種にかかる費用の半額助成とし、助成上限額は次のとおりです。
　（１）麻しん風しん混合ワクチン　５千円　　　　（２）風しん単抗原ワクチン　３千円
３．助成の期間　　平成28年３月31日まで
４．助成の申請について
　予防接種を受けた後、健康推進課（本館１階）で償還払いの手続きをしてください。
５．手続きに必要なもの
　風しん抗体検査結果（平成26年４月１日以降のもの）、接種済証（医療機関発行のもの）、領収書（医
療機関発行のもの）、通帳（振り込み先）、印鑑

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

検診を受けましょう！
検診受診券をご活用ください！

●受診時期・場所
集団検診･･･吉野川市内の公民館などで検診バスにて検診を実施します。

検診日程は広報よしのがわ３月号に掲載しています（５月28日～ 11月28日の間の13日間）。
なお、７月以降の日程は、広報よしのがわ５月号に掲載予定です。
胃がん・乳がん・腹部エコー検診は、定員になりしだい締め切らせていただくことがあります。

個別検診･･･医療機関で検診を実施します（医療機関名は広報よしのがわ５月号に掲載予定です）。
検診期間は、平成27年５月１日（金）～平成28年２月29日（月）までです。

●申込・受診方法
集団検診･･･集団検診受診予定日の2週間前までに健康推進課にお申し込みください。

検診によっては募集人員に限りがありますので、お早めにお申し込みください。
個別検診･･･医療機関に事前予約し、受診券と身分証明ができるもの（保険証など）をもって受診ください。

乳がん検診を受ける方は問診票を送付しますので、事前に健康推進課にお申し込みください。

５月下旬に、個人が年間に受けることができる受診券（一括型）を個別に郵送します。
年間の検診計画をたて、ご自身の健康管理にご活用ください。
平成28年２月末までが有効期間となっていますので、大切に保管してください。

●郵送対象者：20歳〜74歳の女性、40〜74歳の男性
※20歳から39歳男性はヤング健診のみ受診できます。希望される方は健康推進課（本館１階）にお申し込みください。
※75歳以上（昭和16年3月31日生まれ以前）の方で、検診を希望される方は健康推進課にお申し込みください。
※健康保険の種別に関係なく、対象年齢の方は健診（検診）を受けることができます。

●郵送される受診券の種類

※受けることができる検診の受診券には名前が印字されています。

１ 胃がん検診 ４ 乳がん検診 ７ 骨粗鬆
しょう

症検診 10 歯周疾患検診
２ 大腸がん検診 ５ 子宮頸

けい
がん検診 ８ 肝炎ウイルス検査 11 健康診査

３ 肺がん検診 ６ 前立腺がん検診 ９ ヤング健診 12 腹部エコー検診

平成２７年度

がん検診等検（健）診受診券つづり

※今年度、あなたが受診できる検診について

　は、受診券にお名前が印字されています。

※この受診券は、市が実施する検診を受ける

　際に必要ですから大切に保管してください。

※紛失された場合、再発行はできません。

検診により実施期間や実施場所が違いま

すので、 内容をご確認のうえ検診計画を

たてましょう。
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「生活不活発病」予防のポイント
家庭・地域・社会で楽しみや役割をもちましょう

●問い合わせ
市健康推進課
☎22-2268

●検診（健診）の種類

　検診無料クーポン券対象の方の検診
受診券には、市長公印が印刷されてい
ます。
　受診券が届いたらご自身の受診券を
確認してください。

●がん検診推進事業（検診無料クーポン券）対象年齢

●検診（健診）対象年齢

対　　　　象 大腸がん 乳がん 子宮頸がん
21歳 平成  6年4月2日～平成  7年4月1日 ●
26歳 平成  1年4月2日～平成  2年4月1日 ●
31歳 昭和59年4月2日～昭和60年4月1日 ●
36歳 昭和54年4月2日～昭和55年4月1日 ●
41歳 昭和49年4月2日～昭和50年4月1日 ● ● ●
46歳 昭和44年4月2日～昭和45年4月1日 ● ●
51歳 昭和39年4月2日～昭和40年4月1日 ● ●
56歳 昭和34年4月2日～昭和35年4月1日 ● ●
61歳 昭和29年4月2日～昭和30年4月1日 ● ●

対　　　　象 胃がん 大腸がん 前立腺がん 乳がん 子宮頸がん 肺がん 腹部エコー ヤング 健康診査
20 ～ 39歳 昭和51年4月1日～平成8年3月31日 〇 〇
20歳以上 平成8年3月31日以前生まれ 〇
40歳以上 昭和51年3月31日以前生まれ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
50歳以上 昭和41年3月31日以前生まれ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

節目検診対象 骨粗鬆症 肝炎ウイルス 歯周疾患
40歳 昭和50年4月1日～昭和51年3月31日 〇 〇 〇
45歳 昭和45年4月1日～昭和46年3月31日 〇 〇 〇
50歳 昭和40年4月1日～昭和41年3月31日 〇 〇 〇
55歳 昭和35年4月1日～昭和36年3月31日 〇 〇 〇
60歳 昭和30年4月1日～昭和31年3月31日 〇 〇 〇
65歳 昭和25年4月1日～昭和26年3月31日 〇 〇 〇
70歳 昭和20年4月1日～昭和21年3月31日 〇 〇 〇

検診（健診）の種類
対象者 ※1. 個人

負担金 内　　　容平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3
月31日）に該当年齢に達する方

集　
団　
検　
診

（
公
民
館
等
で
実
施
）

胃がん検診 40歳以上の方 900円 バリウムによる胃部エックス線検査
大腸がん検診＊ 40歳以上の方 500円 便の検査（２日法）
乳がん検診＊

（マンモグラフィ検査）
40歳以上の女性で平成26年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,300円 乳房エックス線検査（２方向）

腹部エコー検診 40歳以上の方 5,400円 腹部の超音波検査
骨粗鬆症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 500円 腕のエックス線検査

個
別
検
診		（
医
療
機
関
で
実
施
）

大腸がん検診＊ 40歳以上の方 500円 便の検査（２日法）

子宮頸がん検診＊ 20歳以上の女性で平成26年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,200円 子宮頸部細胞診

乳がん検診＊
（マンモグラフィ検査）

40歳以上の女性で平成26年度に受診されて
いない方（２年に１回） 1,500円 視触診および乳房エックス線検査

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円 血液検査
肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・60・65・70歳の方 無料 血液検査
歯周疾患検診 40・45・50・55・60・65・70歳の方 500円 問診・歯周組織検査

ヤング健診 20歳～39歳の方 1,000円

特定健康診査に準ずる項目
【基本的な健診項目】
問診・身体計測・理学的検査・血圧測定・尿検
査・血液検査（脂質検査・肝機能検査・腎機能
検査・血糖検査）

【詳細な健診項目】
貧血検査（赤血球数、血色素量、ヘマットク
リット値）・心電図検査・眼底検査
※医師の判断による追加項目

健康診査 40歳以上の生活保護受給者 無料

巡
回
検
診

肺がん検診 40歳以上の方 無料 胸部エックス線検査

喀
かく

痰
たん

検査

次の①または②に該当し、希望する方

500円

痰の検査
（※痰の検査のみはできません。胸部のエッ
クス線検査と痰の検査はセットになりま
す）

①50歳以上で喫煙指数（1日本数×喫煙年数）
が600以上の方
②最近6カ月以内に血痰のあった方

※１．個人負担金：ヤング健診・腹部エコー検診以外の健診（検診）については、70歳以上の方、市民税非課税世帯の方、生活保護世
　　　帯の方は個人負担金が免除されます。
＊．がん検診推進事業対象者(検診無料クーポン券)の方は、無料で受けられる検診（大腸がん・乳がん・子宮頸がん）があります。
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「生活不活発病」予防のポイント
歩きにくくなっても、杖

つえ

や伝い歩きなどの工夫を

●問い合わせ　市国保年金課　保健事業係　☎22-2213

特定健康診査対象者

生年月日 昭和15年10月１日～
昭和16年３月31日生まれの方

昭和16年４月１日～
昭和51年３月31日生まれの方

健診方法
（１）集団健診
（２）医療機関健診
※２種類のみです

（１）集団健診
（２）医療機関健診
（３）日帰りドック健診

特定健康診査
受診券の有効期限 ９月30日（水） 12月25日（金）

※  （１）集団健診
　  （２）医療機関健診

（１）、（２）につきましては、３月の保険証送付時に同封しています「特定健康診
査のお知らせ」（ピンク色）で必ず確認してください。

吉野川市国民健康保険に加入されている方へ 平成27年度特定健康診査のお知らせ

（２）日帰りドック健診 … 事前にお申し込みが必要です。先着順ではありません。

《申し込み期限》　５月15日（金）まで
《受付時間》　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
★申込用紙に必要事項をご記入のうえ、次のいずれかの方法で提出してください。
　・申込先：国保年金課（本館１階）
　・郵　送：〒776－8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１　吉野川市国保年金課保健事業係
　・ＦＡＸ：22－2243（受信確認後、FAXまたは電話をさせていただきます）
　・電子メール：kokuhonenkin@city.yoshinogawa.lg.jp
　※　申し込み用紙は、国保年金課に備え付けています。
　　　また、吉野川市ホームページからダウンロードもできます。

【注意事項】
○各健診日程において申し込み者多数の場合は、第三者立会いのもと抽選します。ご希望に添えない場合
　もありますので、ご了承ください。
○実施機関によって検査項目が若干異なりますので、希望される項目を確認のうえお申し込みください。
※保険証送付時に同封しています「お知らせ」（ピンク色）にてご確認ください。
○定員に満たない場合は、５月18日（月）から７月31日（金）まで受付を継続します。

実施機関
徳島県農村健康管理センター とくしま未来健康づくり機構 徳島検診クリニック
阿波市阿波町平川原北59-1 徳島市蔵本町１丁目10-3 徳島市南田宮４丁目8-56

☎0883-36-6611 ☎088-633-2266 ☎088-632-9111

健診日程

１ 希望月 ７月 4 希望月 ７月 7 希望月 ７月
２ 希望月 ８月 5 希望月 ８月 8 希望月 ８月
３ 希望月 ９月 6 希望月 ９月 ９ 希望月 ９月
※上欄、１～９の希望月については、実施機関から日程調整の電話連絡があります。

受診者負担額 16,000円
募集人数 420人

（１）集団健診 … 事前にお申し込みください。

《申し込み期間》　５月７日(木) ～健診日の２週間前まで
《受付時間》　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）
《申し込み先》　国保年金課　保健事業係　（本館１階）
【注意事項】

○都合により日程を変更することがありますので、必ずお申し込みください。
　（大雨などの警報が出た場合は中止します）

健診日程（受付時間：午前８時30分～10時） 実施場所 受診者負担額
５月28日（木） 山川公民館 1,000円

｛ ｝
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吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～土曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後3時
●場　所：吉野川市鴨島町鴨島380番地
●問い合わせ：認定こども園
　　　　　　  めぐみ幼稚園めぐみ保育園　　
　　　　　　  TEL 24－2435  FAX 22－0899

子育て支援館
コアラルーム・カンガルールーム
ぶどうの木

広
報
よ
し
の
が
わ

３
月
号
の
訂
正

「生活不活発病」予防のポイント
身の回りのことや家事などがやりにくくなったら早めに相談を

日 月 火 水 木 金 土
　 1　■予約制

こいのぼり作り
(10:30～11:00)

2
自由遊び
＊ピラティス
　　受付開始

3
憲法
記念
日

4
みどりの日

5
こどもの日

6　
振替休日

7　★予約制
赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ
(10:00～・11:00～ )
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

8　▲予約制
母の日の
プレゼント作り
(10:30～11:00)

9	＊予約制
額つくり
(10:30～
11:30)
講師:
桑原幸子さん

10 11
ゆきこおばちゃん
と遊ぼう！
(10:30～11:00)
講師:後藤田幸子さん

12　
絵本の読み聞かせ
(10:30～11:00)
講師:読み聞かせ

グループかぶとむし

13　
自由遊び

14　
子育て何でも相談
（10:30～11:30）
家庭相談員がお聞きします。
身体測定

15　●予約制
天然石
イヤリング作り
（10:30～11:30）
講師:武岡有美さん

16
自由遊び

17 18
自由遊び

19　◎予約制
産後の骨盤引き締め
ピラティス体験会
（10:30～11:30）

20
自由遊び

21
自由遊び

22
自由遊び

23
自由遊び

24 25
自由遊び

26
リトリトJリトミック♪
（10:30～11:00）
講師:市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

27
自由遊び

28
自由遊び

29　※予約制
お誕生会
（10:30～11:00）
講師:お話グループ
　　　　　　みるく

30
自由遊び

31

日 月 火 水 木 金 土
　 1

自由あそび
2

3
憲法
記念
日

4
みどりの日

5　
こどもの日

6　
振替休日

7
カンガルールーム
０・１歳児対象
（10：00～）
作ったり、歌ったり、遊具等
で一緒に遊んだり楽しい時
間を過ごしましょう。
※毎月、身体測定を行います。

8　
楽しいクッキング

9

10 11
園庭開放
幼稚園の運動場で保育園
のお友だちと一緒に遊び
ましょう。
※天候によっては室内で
遊びます。

12　
子育て相談

13　
さめしまおばさん
と遊びましょう
（10：00～）
さめしまおばさんと一緒
に楽しく過ごしましょう。
講師：鮫島博子さん

14　
カンガルールーム
０・１歳児対象
（10：00～）

15　要予約/10組
ベビーマッサージ
（10：00～）
《準備していただくもの》
・バスタオル	・防水シート
※オイルなどの費用として
別途300円いただきます。
講師：三木恵美さん

16

17 18　
園庭開放

19
子育て相談

20　
コアラルーム
２歳児対象
（10：00～）
作ったり、歌ったり、遊具
などで一緒に遊び楽しい
時間を過ごしましょう。
※毎月、身体測定を行います。

21
カンガルールーム
０・１歳児対象
（10：00～）

22　
楽しいクッキング

23

24 25
園庭開放

26
子育て相談

27
コアラルーム
２歳児対象
（10：00～）

28
カンガルールーム
０・１歳児対象
（10：00～）

29
のんびりティータイム
お茶を飲みながらお話を
して、お母さんもリフレッ
シュをしましょう。

30

31

　

25
ペ
ー
ジ「
子
育
て
支
援
館
ぶ
ど
う
の
木
」の
行
事
予
定
の
中
で
、『
ぶ
と
う
の
木
』に
つ
い
て
、正
し
く
は『
ぶ
ど
う
の
木
』、予
定
表
の
１
・
８
・
15
日
の『
コ
ア
ラ

ル
ー
ム　

０
・
１
歳
児
対
象
』に
つ
い
て
、正
し
く
は『
コ
ア
ラ
ル
ー
ム　

２
歳
児
対
象
』、２
・
９
・
16
・
23
日
の『
カ
ン
ガ
ル
ー
ル
ー
ム　

２
歳
児
対
象
』に
つ
い
て
、

正
し
く
は『
カ
ン
ガ
ル
ー
ル
ー
ム　

０
・
１
歳
児
対
象
』で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

リトリトJリトミック♪今月のうた  「あめふり」
詳しい行事内容につきましては、ちびっこドームHP
で検索、またはお電話にてお問い合わせください。
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「生活不活発病」予防のポイント
「無理は禁物」「安静第一」と思いこまないで

４月 ５月 医　院　名 電話番号
8 � 渡 辺 医 院 24-7177
9 � 四 宮 医 院 25-2016
10 23 鈴木内科（敷地） 24-5880
11 19 杉 山 医 院 25-2802
⑫ 15 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
13 20 矢 田 医 院 25-2006
14 21 木村内科胃腸科 24-6413
15 22 谷 医 院 42-2353
16 松 永 医 院 42-2110
17 25 阿 部 整 形 外 科 24-4880
18 26 鈴木内科（喜来） 24-3413
⑲ 16 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
20 27 岸 整 形 外 科 25-3133
21 18 鴨 島 病 院 24-6565
22 29 富 本 医 院 42-3123
23 杏 和 医 院 22-0333

４月 ５月 医　院　名 電話番号
24 工 藤 内 科 医 院 42-3113
25 高橋皮膚科クリニック 24-5122
� 知恵島皮膚科診療所 36-9012
27 井 内 内 科 24-3070
28 30 大 内 整 形 外 科 24-3058
� 糸田川クリニック 24-7555
30 中西内科クリニック 42-6755

1 鴨島耳鼻咽喉科 24-8070
2 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
③ 梶本胃腸科内科 24-2413
④ 和田耳鼻咽喉科 24-2566
⑤ 石 原 小 児 科 24-2388
⑥ 糸 田 川 眼 科 24-2531
14 石原内科循環器科 24-2536
8 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
9 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488

４月 ５月 医　院　名 電話番号
⑩ 古本内科クリニック 24-7377
11 麻名内科外科クリニック 26-0020
12 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
13 森 住 内 科 医 院 22-3010
7 さ く ら 診 療 所 42-5520
⑰ 美 摩 病 院 24-2957
28 よしのがわ往診診療所 36-1850

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／18時～22時		☆休日／9時～13時、14時～18時、19時～22時
　（医師会の都合により診療時間が変更となりました。）		☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
	（☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

４月・５月
夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室４月・５月の介護予防教室

4

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

13 月
9:00～10:30 森藤集会所 鴨 島

健

康

相

談

介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 敷地老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話
13:00～14:30 立石公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操

14 火 9:00～10:30 川島公民館学西分館 川 島 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 牛島集会所 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

15 水 9:00～10:30 川島公民館朝日ヶ丘分館 川 島 介 護 予 防 体 操
16 木 9:00～10:30 こだま会館 川 島 介 護 予 防 体 操
17 金 13:00～14:30 飯尾会館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
20 月 9:00～10:30 山瀬地区公民館 山 川 楽 し い 脳 体 操
21 火 13:00～14:30 湯立会館 山 川 栄 養 の お 話
22 水 13:00～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操
23 木 9:00～10:30 東児島老人憩の家 川 島 介 護 予 防 体 操

24 金 9:00～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
13:00～14:30 上谷集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

27 月 9:00～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 栄 養 の お 話

28 火 9:00～10:30 三山老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操
9:00～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 口腔（こうくう）ケア

5

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 金 9:00～10:30 川島公民館岡山分館 川 島

健

康

相

談

介 護 予 防 体 操
7 木 9:00～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川 栄 養 の お 話
8 金 9:00～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 介 護 予 防 体 操

11 月 9:00～10:30 南町集会所 山 川 介 護 予 防 体 操
13:00～14:30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

12 火 9:00～10:30 川島老人福祉センター 川 島 栄 養 の お 話
13 水 9:00～10:30 川島公民館久保田分館 川 島 介 護 予 防 体 操
14 木 9:00～10:30 川島公民館城山分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
15 金 9:00～10:30 東部集落センター 美 郷 口 腔 ケ ア

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

●5,400円コース………
●6,480円コース……
●7,560円コース……

9品
11品
12品

大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

法要・ご会食プランのご案内

TEL.（0883）24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

●無料送迎バス（少人数可）
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きます。
●お弁当の宅配も承ります。

（各コース 税・サ込）料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）新

2015年（
平

成
27年

）4月
号

通
巻

127号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン
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使
用

。
広
報
よ
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の
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わ

広
報
よ
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4
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